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全国高体連マーク

シンボルマーク

テーマ

スロ~ガン

四国'98総体

チ

由   来

このマークは、若人の力と技と明朗な精神を象徴するものである。
マークを象徴している三つのKは、 ドイッ語の頭文字をとったもので、若
人の情熱を示す紅色によって浮き出され、高体連のシンボルマークとされ
ている。
KRAFT(力 ) KUNST(技 ) KLARHEIT(明 朗な精神 )
競技は力であり、進歩は技の錬磨にまつ。競技者はこれをつつむに明朗な
精神をもつてせねばならない。深紅の色彩は、「高い理想」と「希望に燃
える若人の情熱」を象徴するものである。

作者の意図

この大会のもつイメージとしての躍動感を四国とスポーツの頭文字「S」
を使い、空に向かつて飛び出す人の形で表現した。四国の豊かな自然を緑
色で、また、美しい海に囲まれたイメージをさわやかな青色で表現した。

作 :三上 理香 (高松工芸高等学校 )

( しこく  きゆうlまち  そうたい )

作 :藤井 博紀 (高松北高等学校)

作 :永田 重雄 (香川丸亀養護学校中学部)

島 ムの 捌ν
“
'

作者の意図

私達は今、青春のまつただ中にいる。みんな自分なりの個性を光らせて

いる。競技する人も応援する人も今、まさに輝いている。
この時を精一杯頑張ろうとする高校生の真つすぐな気持ちを表現した。

作 :森 裕美子 (丸亀高等学校 )

字体作者 :森  明子 (高松高等学校)
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香川県高等学校体育連盟

博  徳

平成 10年度全国高等学校総合体育大会は、全国各地から数多くの選手・役員をお迎え

し、「四国 ' 98総体」として香川県を主会場に四国 4県で開催 されました。 とりわけ、

香川県におきましては、 8月 1日 の総合開会式を皮切 りに、 8月 23日 のヨット競技まで

5市 14町の会場で 17競技種 目にわたる熱戦が展開され、「輝こう 今この時を 君た

ちと」の大会スローガンにふさわしい青春の輝きに満ちた数々の ドラマと深い感動を残 し、

盛会のうちに無事終了することができました。

これもひとえに香川県、香川県教育委員会、会場地市町をはじめ関係機関・団体及び県

民の皆様の温かい御指導と御支援、御協力のたまものであり、心から感謝いたしますとと

もに厚 く御礼申し上げます。

本大会に参加 された選手の皆さんは、すさまじい炎暑の中、鍛え抜かれた精鋭同士がぶ

つか り合 う厳 しい戦いを通 じてスポーツの持つさわやかな喜びと充実感を存分に味わい、

全国の仲間との交流を深められたことと思います。

また、「四国 '98総 体」を高校生の大会として実り多いものとするため、「一人一役」

を合い言葉に県下の高校生が積極的に活動 し、大会を側面からしっかりと支えてくれま し

た。選手として参加された皆さんにも、また、地元高校生として大会にかかわつた諸君に

も心からの敬意と感謝の気持ちを込めて、大会賛歌にある「今誰よりも 君がまぶしい」

ということばを贈 りたいと思います。

香川県高等学校体育連盟といたしましても、この大会で得た貴重な経験を生かし、高等

学校体育・スポーツ活動の発展 と21世紀を担 う青少年の育成に一層努力 していく所存で

あります。

終わりに、本大会の開催に御尽力いただきました関係の皆様に重ねて厚く御礼申し上げ

ますとともに、今後とも一層の御指導、御支援をお願ぃし、ごぁいさつといたします。
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あ い さ つ

小

「輝こう 今この時を 君たちと」の大会スローガンのもと,全国各地から大勢の選手・監督,役

員をお迎えして開催いたしました平成 10年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技会は,数

多くのすばらしい成果と熱い感動のドラマを残し,成功裡に終了することができました。

これもひとえに,全国高等学校体育連盟バドミントン専門部をはじめ,本大会の成功に向けて多大

なご尽力をいただきました関係者の熱意と市民の絶大なご支援の賜であり,厚くお礼申し上げます。

選手の皆様は,母校の栄誉と郷土の誇りを担って,連 日猛暑の中・ 高校生らしいはつらつとした態

度で, 日頃の練習で培った力と技を遺憾なく発揮され,観戦された多くの人々を魅了し,私たち市民

にも大きな感動を与えていただきました。

また,多 くの地元高校生の方々には, 自分たちの大会であるという認識のもと「一人一役」を合言

葉に,それぞれの分野で一生懸命大会運営を陰で支えていただきましたが,その活躍に心からお礼と

賛辞をお送りいたします。そして, この貴重な体験は,青春の良き思い出として,いつまでも心に残

ることと確信いたしております。

本市といたしましても, この平成 10年度全国高等学校総合体育大会で得た数々の教訓を,本市の

体育・スポーツの振興・発展に生かし,「健康なからだと心にうるおいのあるまちづくり」の実現に

向け役立ててまいりたいと存じております。

この度,本大会に参加された選手の熱戦の足跡と関係者の活動の姿を末永く記録に残すため,パ ド

ミントン競技成績報告書を刊行いたしましたので, ご高覧いただければ幸いに存じます。

終わりに,本大会の開催に多大なご支援とご協力を賜りました関係者の皆様方に重ねてお礼申し上

げますとともに, ますますのご活躍を祈念いたしまして, ごあいさつとさせていただきます。
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平成 10年度全国高等学校総合体育大会

高 松 市 実 行 委 員 会 会 長

高 松 市 長   増 田 昌 三
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高松官妃賜杯

全国高年学校体育逹盟会長杯

丈部 大臣杯
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.女子学校対抗 (九州国際大学付属高校/福岡県)
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男子学校対抗 (県立八代東高校/熊本県)

男子シングルス
(太束真也/熊本県・県立八代東高校)

女子シングルス
(安城美華/大阪府・四天王寺高校 )
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女子ダブルス
(末綱聡子・赤尾美代組/大分県・昭和女子高校)

-6-

男子ダブルス
(大東真也・中村寿史組/熊本県・県立八代東高校)
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学校対抗10年連続出場校表彰

男子 北越高校 (新潟県 )
女子 埼玉栄高校 (埼玉県)

====

-9-

:辞 i・

● ●

ヽ′ ヽ

●
　
　
　
一

口●

優勝杯等返還

?

`ヽ

‐′
′
多
ソ
クタヤ

」′

1'ヽ _.

守 1

・ 4ヘ

■

h 無,ル

オ =

″
・

■

管
~

』一一

麟
デ
●
一
■
´

・
1嘔¬rl

1

`″

:
~|●

=_

ゝ

).´

イ

・

ｔ
ん“

―

　

ハ

▲

ロ

み

′



歓迎ディス
フレ

|■■二[「 '‐

/
I

■■ロ ロ

♂

‖

■■■

(高松商業高校・安徳和載選手 )

‐ ,

選手集合所 (サンメッセ香川)

-10-
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大束・中村組 (八代栗高校)
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大 会 日 程

種  別 月  日 内   容 場 所 開始時刻

会 議

7月 30日 (木 〉 常任委員会 高松市役所 4階会議室 16:00

7月 31日 〈金〉 専門部長・委員長会議 香川県県民ホール大会議室 10:00

監督会議 香川県県民ホール多目的会議室 13:00

開会式 8月 1日 (土 〉 バ ドミントン競技開会式 香川県県民ホール大ホール 15:30

8月 2日 〈日〉 学校対抗

1回戦～ 3回戦

【男子】

高松市市民文化センター別館

県立高松商業高等学校

県立高松工芸高等学校

【女子】

サンメッセ香川

9:00

競  技

表 彰

学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

【男子 。女子】

サンメッセ香川 9:00

競  技

8月 4日 (火 ) 個人対抗 ダブルス

1回戦～準々決勝

【男子】

高松市市民文化センター別館

県立高松商業高等学校

県立高松工芸高等学校

【女子】

サンメッセ香川

9:00

8月 5日 〈水〉 個人対抗 シングルス

1回戦～準々決勝

【男子】

高松市市民文化センター別館

県立高松商業高等学校

県立高松工芸高等学校

【女子】

サンメッセ香川

9:00

競 技

表 彰

閉会式

8月 6日 (木 ) 9:00
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競 技

8月 3日 (月 )

個人対抗 ダブルス

シングルス

準決勝～決勝

表彰式

バ ドミントン競技閉会式

【男子 。女子】

サンメッセ香川



10年度全国高等学校総合体育大会
合  開  会  式  次  第
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２

3次  第
【晴天時】

順 序
― :ヽ

アヽ 次 第

開

時   刻

1 8:30

2 入 場 締 切

大
′ゝ
Zヽ 序 章

9:55

3 9155

4 大 会 序 曲 10:13

5 皇 族 御 着 席 10:14

開 式 通 告 10:15

7
10:16

役 員・選手 入場完 了 10:46

8 開 △
Zヽ ■■

国 旗 掲 揚

10:46

9 10:47

10 大 会 旗 ・ 県 旗 掲 揚 10:49

11 10:51

12 大会会長 あいさつ等 10:54

13 選 手 代 表 宣 誓 11:06

14 大 会 賛 歌 11:08

15 閉 式 通 告 11:12

16 皇 族 御 退 席 11113

17 役 員 ・ 選 手 退 場 11:14

18 皇 族 御 着 席 11:29

19
公 開 演 技 開 始 ll:30

公 開 演 技 終 了 12:10

20 皇 族 御 退 席 12:10

選 手 団 激 励 12:11

22 終 了 12:26

順序 式   次   第 時    刻

1 Fl 10:00

2 入 場 締 切

大 会 序 章

10:40

3 10:55

4 大 会 序 曲 11:13

5 皇 族 御 着 席

開  式  通 」ヒ

11:14

6 11:15

役 員 ・ 選 手 入 場 11:16

役員・選手入場完了

開 会 宣 言

11:31

8 11:31

国 旗 掲 揚 lli32

10 大 会 旗 ・ 県旗 掲 揚

11 賜 杯 ・ 優 勝杯 返 還 11:36

大会会長あいさつ等 11:39

13 選 手 代 表 宣 誓 11:51

14 大 会 賛 歌

15 閉 式 通 告

皇 族 御 退 席

11:57

16 11:58

役員 。選手退場開始 11:59

役員・選手退場完了 12:06

18 終 了 12:06

-14-

「 1

6

役 員 ・ 選 手 入 場

賜 杯 。優 勝 杯 返 還

21

開

7

9

11:34

12

11:53

17
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日

場

第次

期

会

式

開 会 式 実 施 要 項

平成 10年 8月 1日 (土 )15
香川 県県 民ホ ール (大 ホール )

30～

領

)学校対抗出場校及び個人対抗出場者の受付 (監 督・ コーチ・選手)は 、 14:00～ 14:45に
で次の 8地区に分けて行 う。

①北海道・東北 ②関東 ③北信越 ④東海 ⑤近畿 ⑥中国 ⑦四国 ③九州
)入場行進選手は、賜杯返還者及び学校対抗に出場する学校のキャプテンとする。
)入 場行進選手は、 15:10ま でに選手集合所 (本館 lFホ ワイエ)の 所定場所に待機する。
)宣誓者は、壇上に登 り宣誓する。
)監督 。選手等の荷物は、各学校で管理すること。

その他
・開会式 リハーサル :7月 26日 (日 )9:00～
・開会式準備 :8月 1日 (土 )午前中
・歓迎ア トラクシ ョン   高松第一高等学校ダンス部

高松市鬼無町是竹地区 獅子舞

4 要
(1

(2
(3
(4
(5

に
ヽ
）

-15-

時刻 (所要時間 :分 ) 次    第 登  壇  者 備   考

1 14: 30～ 15: 20 選 手 着 席

2 15: 25 来賓・大会役員着席 準備完了確認

3 15:30(1) 開 式 通 告 フ ァ ン フ ァー レ

4 15:31(14) 選 手 代 表 入 場 各チームキャプテン 行進曲

5 15:45(1) 開 会 宣 言 大 会 副 委 員 長 フ ァ ン フ ァー レ

6 15: 46 (2) 国 旗 掲 揚 君が代

7 15:48(10) 優勝杯・優勝旗返還 大会委員長・(1)日 バ協会 得賞歌

8 15:58(3) 大会委員長あいさつ 大 会 委 員 長

9 16:01(3) 4‐    ´、   ム _   三
ハ   7●   :`  ス

16:04(3) 高 松 市 長

11 16:07(3) 歓 迎 の こ と ば ② 生 徒 代 表

12 16i10(3) 香川県ハ
・ドミントン協会会長

13 16:13(2) 大会委員長・生徒代表 フ ァ ン フ ァー レ

14 16:15(5) 10年 連続出場校表彰 大 会 委 員 長 得賞歌

15 感 謝 状 贈 呈 (財 )日 本ハ・卜
・ミントン協 会 得賞歌

16 16: 25 (1) 閉 式 通 告 フ ァ ン フ ァー レ

17 16:26(25) 歓迎 ア トラ クシ ョン ダンス・獅子舞

18 16:51(1) 監 督 ・ 選 手 退 場

大 会 会 長 あ い さつ

10 歓 迎 の こ と ば ①

激 励 の こ と ば

選 手 宣 誓

16:20(5)

BGM
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２

３

学 校 対 抗 表 彰 式 実 施 要 項

平成 10年 8月 3日 (月 )競技終了後 (16:30～  予定)
サンメッセ香川

時刻 (所要時間 :分 ) 次   第 登 壇 者 備    考

来賓・大会役員着席

，

“ 16:30(1) 開 式 通 告 フ ァンフ ァー レ

（
０ 16:31(2) 監 督 ・ 選 手 入 場 行進曲

4 16:33(2) 成 績 発 表 競 技 委 員 長

ｒ
０ 16:35(15) 表 彰 授  与  者 得賞歌
´
０ 16:50(1) 閉 式 通 告 フ ァンフ アー レ

７

・ 16:51(2) 監 督 ・選 手 退 場 行進曲

4 要 領
(1)表彰はすべてフロアーで行う。
(2)優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行う。第3位校の表彰は、男女別に2校同時に行う。
(3)被表彰者は16:20〈表彰式開始10分前)までに選手集合所 (小展示室)に集合する。

個 人 対 抗 表 彰 式 ‐ 閉 会 式 実 施 要 項

平成 10年 8月 6日 (木)競技終了後 (13:30～ 予定)
サンメッセ香川

時刻 (所要時間 :分 ) 次   第 登 壇 者 備   考

13: 20 来賓・大会役員着席

，

］ 13:30(1) 開 式 通 告 フ ァンフ ァー レ

（
６ 13:31(2) 行進曲

4 13:33 (2) 成 績 発 表 競 技 委 員 長

″
０ 13:35(15) 表 彰 授   与  者 得賞歌
＾
０ 13:50(3) 大会委員長あいさつ 大 会 委 員 長

７

， 13:53(1) 国 旗 降 納 君が代

ｎ

） 13:54 閉 会 宣 言 大 会 副 委 員 長 フ ァンフ ァー レ

ｑ

） 13:55(1) 閉 式 通 告

10 13:56 (2) 監 督 ・ 選 手 退 場 行進曲

4 要 領
(1)表彰はすべてフロアーで行う。

(2)男子シンク
・ルス・女子シンク

・ルス・男子グフ・ルス・女子夕
・フ・ルスの順で、優勝者、準優勝者、第 3位の4名 (4組 )を

順に表彰する。

(3)被表彰者は13:20(表 彰式開始10分前)ま でに選手集合所 (小展示室)に集合する。

日

場

第次

期

会

式

１

ツ^
“

（
０

日

場

第次

期

会

式

-16-

16:20

監 督 ・ 選 手 入 場



競技種目 順 位 都道府県名

学校対抗

男  子

1 熊本県立八代東高等学校 熊 本 県

2 香川県立高松商業高等学校 香 川 県

3

関東第一高等学校

埼玉県立上尾高等学校

東 京 都

埼 玉 県

学校対抗

女  子

1 九州国際大学付属高等学校 福 岡 県

2 石川県立金沢向陽高等学校 石 川 県

昭和女子高等学校

香川県立香川中央高等学校

大 分 県

香 川 県

個人対抗

男  子

ダブルス

i 大 束 真 也・中 村 寿 史 (熊本県立八代東高等学校 ) 熊 本 県

2 平 山 政 史・川 崎 和 宗 (埼玉県立上尾高等学校 ) 埼 玉 県

3

安 徳 和 哉 宮 和 敬 (香川県立高松商業高等学校 )

石 川 県

香 川 県

個人対抗

女  子

ダブルス

1 末 綱 聡 子・赤 尾 美 代 (昭和女子高等学校 ) 大 分 県

2 黒 り|1 真 緒・佐 藤  羽  (日 本橋女学館高等学校 ) 東 京 都

3

田 村 恵 里・舛 田  恵  (石川県立金沢向陽高等学校 )

納 富 直 子・ 脇  陽 子(佐賀女子短期大学付属佐賀女子高等学校 )

石 川 県

佐 賀 県

個人対抗

男  子

シングルス

1 大 束 真 也 (熊本県立八代東高等学校 ) 熊 本 県

2 平 山 政 史 (埼玉県立上尾高等学校 ) 埼 玉 県

池 田 信太郎 (九州国際大学付属高等学校 )

上 紘 由 (宮城県工業高等学校 )

福 岡 県

宮 城 県

個人対抗

女  子

シングルス

1 安 城 美 華 (四天王寺高等学校 ) 大 阪 府

2 赤 尾 美 代 (昭和女子高等学校 ) 大 分 県

3

松 尾 美穂子 (九州国際大学付属高等学校 )

田 上 千 晴 (熊本信愛女学院高等学校 )

福 岡 県

熊 本 県

-17-

競 技 成 績 一 覧 表

被 表 彰 者 (校 )名

3

酒 井 忠 相・茶 谷 徳 靖 (金沢市立工業高等学校 )

3



男子 学校対抗 組合せ表 (肝0

③ ③上    尾

秋 田 中 央

唐 津 工 業

勝    山

大    東

柏    原

土    佐

暁

境 港 工 業

会 津 工 業

前  橋  東

北   越

九州国際大学付属

札 幌 第 一

妻

岡 崎 城 西

花 巻 農 業

西 武 台 千 葉

延暦寺学園比叡山

安  佐  北

加 古 り|1 東

甲 府 商 業

長 野 商 業

長  崎  北

高 松 商 業

金沢市立工業

山     口

沼 津 工 業

添     上
③

42 ① ②

35 ②

③ ① O
46

③ 48

36 ①

③

③

③

44

◎ 39

47

③

◎ 40

45

③

③ 41

18

②

20

①

◎

③

③

26

③

①

27

30

①

③

◎

10

(石

(山

(静

(奈

(沖

川 )

日)

岡)

良 )

縄 )

◎

　

３８

　

Ｃ

◎

　

３４

　

①

◎

　

③

.4)、

①

③

③

◎

③

◎

◎

③

◎

③

◎◎

◎

◎③

③①

11

7

2

3

5

◎

19

③

30沖 縄 水 産

3

5

③

③

③

37 ③

13

86

◎ 37

関 東 第 一

宮 城 県 工 業

城    東

旭 メ|1 工 業

作新学院高等部

日 田 林 工

西  乙  訓

常 総 学 院

鹿 児 島 商 業

水 島 工 業

東 奥・義 塾

高 岡 工 芸

新    田

坂 出 工 業

鶴 岡 工 業

県立岐阜商業

川崎総合科学

那     賀

八  代  東

(東  京)

(宮  城)

(徳  島)

(北北海道)

(栃  木)

(大  分)

(京  都)

(茨  城)

(鹿 児 島)

(岡  山)

(青  森)

(富  山)

(愛  媛)

(香  川)

(山  形)

(岐  阜)

(神 奈 川)

(和 歌 山)

(熊  本)

11

17

③
23

24

②

39

12

14

15

16

２８

◎

③

③

◎①

②

②

6

7

8

①

②

◎

8

0

2

3

4

5

7

8

2

32

◎21

2

2

2

③
25

③

③③

◎
33

9

9
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③

17

(埼  玉)

(秋  田)

(佐  賀)

(福  井)

(島  根)

(大  阪)

(高  知)

(二  重)

〈鳥  取)

(福  島)

(群  馬)

(新  潟)

(福  岡)

(南北海道)

(宮  崎)

(愛  知)

(岩  手)

(千  葉)

(滋  賀)

(広  島)

(兵  庫)

(山  梨)

(長  野)

(長  崎)

(香  川)

③ ③

1

③

　

◎

③

31

③

　

③

２２

Ｃ

③

　

③

◎

２９

◎

②
21

l

l

①

　

４３

　

◎

③



女子 学校対抗 組合せ表 (lT‐49)

埼  玉  栄

大    東

会 津 女 子

勝    山

伊    都

静 岡 城 北

熊本信愛女学院

札 幌 静 修

奈良市立一条

土 浦 第 二

長 野 商 業

豊 見 城 南

香 り|1 中 央

長 崎 女 子

中 村 女 子

東    葉

能  代  西

滋 賀 女 子

暁

聖ウルスラ学院

土 佐 女 子

宮 崎 商 業

鈴 峯 女 子

小 山 城 南

金 沢 向 陽

(埼  玉)1

◎ ③

①

42 ① ② 44

35 ③ ① 39

② ③ ③

46 47

48

36 ◎ ② 40

①

43 ③ ③

①

37 ③ ③ 41

③ 6昭 和 女 子
26

◎ 城    東

大    府

前  橋  東

10

③

③

11

①
27

0山形城北女子

③(熊  本)7 ③

(南北海道)

18

③

③

(大

(徳

(愛

(群

(山

分)

島)

知)

馬)

形 )

(島  根)

(福  島)

(福  井)

(和 歌 山)

(静  岡)

(奈  良)

〈沖  縄)l

(茨  城)1

〈長  野)11

山 陽 女 子

高  岡  西

佐 賀 女 子

旭 川 商 業

柏    陽

高 松 商 業

西  乙  訓

日本橋女学館

鹿 児 島 女 子

千 葉 学 園

県立岐阜商業

園 田 学 園

新 居 浜 西

四 天 王 寺

境

新 潟 青 陵

前     沢

甲 府 湯 田

九州国際大学付属

(岡  山)

(富  山)

〈佐  賀)

Gヒ」ヒ海道)

〈神 奈 川)

(香  川)

(京  都)

(東  京)

(鹿 児 島)

(青  森)

(岐  阜)

(兵  庫)

(愛  媛)

(大  阪)

(鳥  取)

(新  潟)

(岩  手)

(山  梨)

(福  岡)

◎

　

３８

　

◎

◎

　

３４

　

◎

①

③

③③

③◎

3

4

5

◎
19

◎

20

③

◎
21

22

◎

③
23

③

③

12

14

15

16

2

3

4

5

7

8

9

2

3

4

5

6

7

9

②

◎

◎

◎

③

◎

③

③

◎

13

①
29

36

28

③

◎

③

30

③

②

③

(香  川)1

(長  崎)1

◎

③

③

◎

◎

　

４５

　

①

(千  葉)1 ③

(秋   田)17 ◎

(山   口)1

(石  川)2

(滋  賀)l

重)1 ③

(宮  城)2 ③

◎

◎

(高  知)21

(宮  崎)2

(広  島)23

(栃  木)24

6

7

9

①
31

②

①

③

②

③③

◎

33

48③
25

③

-19-

③

17

①

　

③

②

３２

◎

③

③

　

③

２４

③

②

　

②

③

③



男子 個人対抗 ダブルス 組合せ表 (30-98)

大東 真也・中村 寿史(熊 本・八  代  東 〉 1 0

◎

②

ll

安徳

●野

寺西

加藤

4ヽ谷

和哉・二宮

弘太・茂木

健士・畑

●生・及川

優・小谷

和軟〈香 川・高

嘉洋(秋 田・秋

■高(和歌山・新

崚明(千 葉・西

日(鷹児島・麗

松 商 彙

田 中 央

宮 商 貴

武 台 千 葉

児 島 商 彙

73山 田 饉―・●田 正幸〈二 菫・   暁    )
74松本  章・矢野 真吾(北北海道・殖 り|| 工 彙 )

75内田 鵬善・西村  ●〈福 岡。九州共立大学八●西〉

76高槽 車也・和田  ●(神奈川・川崎,`合科学   )

77福山 奉章・田中 凛■K兵 庫・姫  苺  東  )

矢口 文平・神立 奉文く茨 城。若 漆 学 口 〉

亀田  勇・松永 厳陽(徳 島・戯     東 〉

伊薔 俊キ・七● 茂雄(岩 手・花 3 農 彙 〉

清水 昭宏・矢島 啓企(長 野・茅     野 〉

目重 将司・磯部  健(山 口・西     京 )

原田 優樹・杵薇 丈朗(京 都・西  乙  馴 〉

山下  豪・佐野  明〈東 京・関 東 第 ‐― 〉

深迫 利幸・末永 臓丸〈鹿児島・魔 児 島 商 ■ )

守ユ昌二弘。大自 凛二く奈 良・添     ■ )

佐藤 ―幸・佐 木々典幸(秋 田・横 手 工 彙 )

水口 貴夫・近藤  晃〈新 潟・北     鶴 〉

村城  進・新門 耕―(三 菫・   暁    〉

前原 売裕。前田 文10(香 川・高 松 商 彙 〉

小森 基責・沢田 祥浩く和欧山・那     費 )

日置 将士・米野 秀幸(千 葉・千 葉 敬 愛 〉

鈴木 裕策・後藤 哲志〈北北海道・旭 ,Il 工 彙〉

北野 英輛・福山 太郎(■ 崎。長  崎  西 )

藤原 憲行・山崎 ―●(島 根・松  江  西 〉

山崎 茂紀・川上 書和〈福 井・層     山 〉

山名 正晃・谷口 俊明(岡 山・凛  戸  壽 〉

堀  直人・今井 雄太(群 月・前  構  東 〉

野村 征司・光田  ■(■ 知・天     自 )

小野慎太郎・金田 宗典(山 形・新 庄 工 彙 )

池田信太郎・岡田  淳(橿 ■・九州□藤大学付属〉

酒井 忠相・茶谷 饉
"(石
 川・金沢市立工彙  )

谷
"1  
充・中澤 鶴―(山 梨。甲 府 間 彙 )

冨高 業由・疇田 哲也〈官 "・官 綺 工 彙 〉

橘  一也・千葉偉太郎(富 崚・未 谷 工 業 )

水井  寿・末吉 智史く大 阪・ね    原 〉

則武  達。近藤 周志(崚 ネ・県立餃●商■  )

齊薔 誠二・矢木 ヨ■(福 島・会 津 工 彙 )

秦田  新・諸館 圭―(佐 費・唐  津  自 )

矢倉 和也・疇田 純也(■ 取・米 子 商 ■ )

林  勇太・上口 啓貴(高 知・■    佐 )

川崎 絡史・寺崎 友晴(神奈川・川崎総合科学  )

橋本 暁人・早坂 幸平く南北海道・札 幌 第 一〉

石
"1 
雅日・越智 師淳〈愛 燿・斬 居 浜 東 〉

藤田 旨則。東村 亮哺(兵 庫・加 古 ′|1 東 )

鈴木 健二・市
"! 
典孝(栃 木・作新学院高

"部
 )

古,11  将・佐薔 伴也(■ 森・東 真 学 口 )

西田 英介・加来 佑介(大 分・情 報 科 学 )

下前 ●平・関本  論(広 島・安  佐  北 )

薔村 竜彦・構木 健―(埓 工・上     尾 )

宮本 雅人・平井 光違(■ 山・不 二 越 工 彙
■″1 信郎・苦田  仁(南北海道・札 幌 第 一

讚山 泰之・杉山 佳央K岐 阜・県立岐皐商彙

千口 達也・五● 懺太く岩 手・前    沢

大課 健司・出月 祐しく山 梨・甲 府 商 彙

篠崎 良介・田添  亮(長 崎。長  崎  」L

渡邊  稔・倉国 祐樹く岡 山・水 お 工 彙

二上 紘由・板山 博文(宮 城・宮 城 県 工 彙

山下  淳・広ほ 雅士(石 川・会沢市立工彙

構元 隆児・浜砂 宏
=(宮
 崎・   妻

真崎  祟・坂鷹 尚之(壽 ■・前  檜  東

佐 木々広人・佐々木 燿K島 根。大     東

奥西 旭則・北屋 政春(奈 良・澪     上

西岡 宏配・力丸 和宏〈篠 島・城     東

明石 浩和・橋本 悠司(大 阪・柏    凛

長

“

 寿夫・井上 贅史(大 分・日 田 林 エ

坂本 忠昭・竹本 圭吾(山 口・山     ロ
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女子 個人対抗 ダブルス 組合せ表 (0‐ 98)
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吉野 息子・福留未由加(香 川・坂 出 商 彙 〉

平贅看結里・佐々本歩美〈岩 手・前     沢 〉

森同 織美・日本 和意〈京 都・北  崚  崚 〉

曽根小百合・清水めぐみ(LI 梨・曰     ′11 )

幡谷 好美・桂下千津意(富 山・高  岡  西 )

井山 美菫・谷口 貴美(岡 山・山 綺 女 子 )

彙  υ綸・市′|1 沙0(茨 城・常 継 学 院 〉

岡本 真奈・濱満 生江(高 知・土 佐 女 子 )

竹内由看利・中

“

 友香(長 野・長 野 商 業 )

満島 良子・松田 友美(長 崎。長 崎 女 子 )

沼田真奈美・岩岡 知子(南北海道・札 幌 " 修)

中内 景子・●本 乃意(福 岡・九州国際大学付■)

須崎 由●・世古あすみ
"歌
山・新     宮 )

金野奈津子・千葉 良子(青 森・千 葉 学 口 )

小林加奈子・工西 令奈(徳 島・城     東 )

大燿 加奈・依田 麻希(千 葉・東     秦 )

媚山 映里・前田  幸〈新 潟・新 潟 , 崚 )

森  
“

子・堀江 祐香(岐 阜・県立崚阜商業  )

中工 由美・高木さやか(滋 賀・菫 賛 女 子 )

肛部 織美。西凛 ■菫(宮 崎・宮 崎 商 業 )

大杉 真●・田中 千明〈群 馬・前  構  稟 )

米口 悠子・庄司  愛(島 根・松 江 商 彙 〉

出口 文乃・佐晨 美書(福 島・尚     志 )

安城 美幸・意良  恵く大 阪・四 天 工 寺 )

上野 泰子・高野 崎美(栃 木・宇都富文こ女子 )

金谷いづみ・工薔 千二(秋 田・能  代  西 〉

山綺 葉●・内口  望(福 井・足     羽 )

前野 韓子・山下 和子(鹿児島・鷹 児 島 女 子 )

石ロ タ加・中村 和葉(広 島・広 島 桜 が 丘 )

岸田 鈴代・連丼 久美(香 川・香 ′
`l 
中 央 )

水野 替里・岸 奈々代(愛 知・環 知 淑 
“

 )

祝  濤子・加茂 路代(佐 費・佐 贅 女 子 )

木村佳奈子・渡辺真希子(北北海道・旭  りil  南)

日野由希江・今川 書子(鳥 取・   境    〉
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検井 飛 ・ヽ加藤 麻実(彙 嬌・新 居 凛 西 〉
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安薔 志乃・議坂美智子(山 形・新  庄  ヨし )

■場みゆき。辻野  愛(神奈川・柏     疇 )

福岡真理子・野村実妃子(奈 良・奈良市立―条  )

松尾 宏美・真田 尚子(二 重・   暁    )
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②

　

ｍ
　
　
　
０

●◎

０
　
　
　
０

②
　
８６
　
　
　
０

②
　
７３
　
◎

■  )

東  〉

実 彙 )

栄  )

②
　
②

◎

”

”
①

②
　
②

“

◎

２

“

2

②
　

◎

②

◎

②

.74大熊 0子・大下 絆餞(埼 玉・埼  玉

75松凍 美保・深良 尚子(崚 ●・県立岐皐商彙   〉

71 ②

江都 嘉梨・倉丼

訥富 直子・
“中村きくみ・堀江

郁美(新

綺子(佐

知代(広

潟・新 潟

費・佐 賀

島・鈴 峯

青 崚

女 子

女 子②
４４

79安田 三砂・高井  香(南北海道・とわの森三慶  )

野中 羮看・伊藤 彙娘(高

成田  日。今野 初美(秋

三好 奈縮・ホ村いつかく橋

南指凛望彙。小絆 量子〈
=

中野市お子・襴山 ■摯(奈

藤井 ■●・吉澤 奈美(富

竹ホ 由弥。長鳳  梓(■

今別府形子・山口 綸美(兵

森  ■●。ま辺 嬌子(茨

渡辺 愛書・●ヨ 寛美(石

荒木重矢子・上村 理恵〈静

小田 0子・谷口 智子く日

柿田 鮎美。本田 正意(愛

山下 有書・柿沼 裕美(岩

島
"1 
真子・栞 加奈子(島

小比賛友●・凛口 有塁(書

小森 重希・■中 康凛〈長

島田 圭子・山田英津子(千

向  息子・●島 史子(滋

知・■ 佐 女 子  )

田・ニ  ツ  丼  )

日・綸 奉 女 子  〉

島・粛 綸 東 )

良・奈良市立一条‐   )

山・高  田  西  )

森・千 葉 宇 □  )

庫・口 田 学 口  )

城・土 浦 第 二  )

川・全 沢 向 ■  )

本・九 州 女 宇 院  )

山・山 疇 女 子  )

知・大     府  )

手・■ 岡 市 立  )

til・ :′マ          ,に     )

川・高 松 商 彙  〉

崎・■ 崎 女 子  )

葉・西 武 台 千 彙  〉

女・近 江 兄 弟 社  )

６１
０

②

学  園

女

16

◎

◎

②

74

◎

82

◎
65
◎

②

O金
　
子
　
陽

②

ｍ

山口 織美・■  1■
'(埼

朝口 直子・山口亜希子〈兵

川清久美子・宮城 験乃(沖

森永 裕美・中村貴美子(山

田村 意里・舛口  意(右 向

47
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②

②

②
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◎

②

②
66

◎
　
◎

Ｏ

　

②

０

　

０

②
　
◎



男子 個人対抗 シングルス 組合せ表 (3剛 )

東

ホ

崎

多

原

藤

藤

崎

木

井

倉

元

中

谷

田

田

中

木

坂

武

本

崎

敷

上

村

宮

村

井

谷

井

薇

下

山

森

晰

本

谷

岡

田

倉

田

屋

本

丸

大

竹

寺

諸

前

佐

齋

尾

鈴

渡

大

橋

田

茶

藤

原

田

佐

早

則

宮

苦

伊

川

橋

二

川

金

小

今

杵

山

徳

小

宮

岡

茶

倉

西

黄

鎌

升

松

カ

渉
　
　
　
　
　
　
　
啓

　

・

‐
　

・
　

　

濁
　
，
　
通

真

圭

友

大

亮

孝

誠

勝

　

浩

和

隆

　

■

旨

一

孝

　

幸

也〈熊 ホ・′ヽ  代  東 )
吾〈山 口。山      口 )

晴(神奈川・川崎総合科学  )

輛〈大 阪・柏     原 )

裕(香 川・高 松 商 業 )

臣(静 田・吉 原 工 秦 )
二(福 島・会 津 工 案 )

久(滋 賀・延層寺学園比叡山)

〈山 形・鶴 田 工 業 )

司〈山 梨・甲 府 商 業 )

也(福 丼・足     羽 )

児〈宮 崎・   妻    )

(高 知・土     佐 )

靖〈石 川・金沢市立工彙  )

則く兵 庫・加 古 り!1 東 )

将(長 崎・長  崎  北 )

幸(千 葉・千 葉 歓 彙 )

(青 森・東 奥 義 姜 )

平〈南北海道・札 幌 第 一)

〈岐 阜・県立岐皐商業  )

◎

　

②

Ｏ

②

◎

６９
　
◎

②

◎

②
　
７０
　
◎

０
　
７ｌ

②

◎
　
７２
　
②

②
　
◎

”
０

②
　
①

②
３６
０

②

３７
◎

②

②

◎

田

”
Ｃ

②

②

①
“

４ｌ
②人(富 山・不 二 越 工 葉 )21
◎
　
②

Ｃ
４２

爛
Ｃ

②

②

０
４４

４Ｓ
Ｃ

②
　
②

０
４６

４７
◎

②

②

◎
網

爛
Ｃ

②

◎

②
ｍ

業

６１
０

②

◎

◎
　
７５

②

②

.2

◎

６７

②

②

② 87

91 ②  ◎

◎

◎
95 9G
97

85 ① 0

◎ ② 94

② ②

由(宮

介(長

之(栃

―(大

哲(愛

城 県 工 棄

谷 工 彙

都 宮 南

府 鶴 見 丘

崎 城 西

健 生(千 葉。西 武 台 千 葉

祐 売(京 都・西  乙  ワ||

日 志(富 山・高 岡 工 芸

正 博(南ヨじ海道・札 幌 第 一

直 人(群 属・前  ■  東

勇 (徳 島・城     東

教 摘(福 島・会 津 工 彙

周 志(岐 阜・県立岐卓商業

健 士(和歌山・新 宮 商 業

寿 史(熊 本・八  代  東

昌三弘(奈 良・添     上

一 幸〈秋 田・横 手 工 業

瞬 〈神奈川・川崎総合科学

直 也(佐 贅・唐 津 工 彙
忠 昭(山  口・山      口
忠 相(石 川・金沢市立工彙

書 和(福 井・勝     山

健 人(鳥 取・米  子  東

翔 治〈東 京。関 東 第 一

利 幸(鹿児島・鹿 児 島 商 業

裕 介(大

和 哉(香

武 大(岡

俊 晴(茨

弘 ―(静

売 (長

隆 史(山

阪・此

川・高

山・西

城・常

田・伊

崎・長

形・鶴

城・宮

野。田

木・宇

分・ 別

知・田

仁(愛 媛・新

太(沖 縄・沖 縄

幅(兵 庫・加 古

司(山 梨・甲 府

幸(岩 手・花 滲

(二 重・   暁

哉〈青 森。東 奥

行(島 根・松  江

貴(高 知・土

吾(北北海遺・旭 川
.(宮
 崎。日

仁(新 潟・北

史(埼 玉・上

51
18

19

”
②

◎

②

②

②

②
Ｗ

淳 (福 岡。九州国際大学付属 )

紘

洋

崇

優

宏

上

井

木

澤

海

三

酒

鈴

福

新

田

藤

国

津

原

堀

岡

加

小

四

長

進

咲

正

亮

健

俊

　

真

憲

了

啓

真

　

　

勝

政

Ｏ

②

①
　
７６
　
◎

◎

◎
　

　

８０
　
②

◎

′
lヽ 瀧 イ申 治(広 島・安  佐  北 )

前 田 丈 博(香 川・高 松 商 業 )
ra

◎

　

　

◎

①

　

　

②

②

②

②

　

　

②

②

　

　

②

②

◎

②

②

◎

７７
　
◎

①
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◎

②
　
”

②

◎

①
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◎

◎
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０
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亀

矢

近

寺

中

守

岡

未

藤

西

村

屋

藤

田

山

本

井

上

藤

藤

迫

開

徳

田

達

綺

添

野

垣

井

念

村

森

藤

城

田

原

田

野

水

井

山

雅

雅

和

大

竜

和

忠

真

　

雄

文

洋

康

基

智

智

一

祐

英

士(愛 崚。新

志〈沖 縄・糸

輔〈島 根・大

彦く埼 玉・上

敬(書 川・高

広(岩 手・前

介(長 野・長

優 (鹿児島・鹿

太(群 島・前

朗〈京 都・西

平〈富 城・富

崇〈鳥 取・倉

貴(和歌山・那

史(茨 城・常

史(佐 費・唐

平(愛 知・天

樹(同 山・水

介〈大 分・情

田

満

東

尾

松 商 業

沢

野 商 業

児 島 商 業

情  東

乙  訓

城 県 工 彙

吉 工 葉

)2

②
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◎

◎
　
８９
　
◎

9佐

②
田

”
０

②

◎

②
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②
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①
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72坂
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②

佐

深

新

安

宗

安

尾

田

今

相

松

知

東

大

伊

村

縮

藤

上

矢

清

桜

平

1!

0
①

②

◎

②

◎
　
７３

◎

②
　
７４
　
０

②

院

彙

寺

院

東

北

業

学
　
商

　

　

学
　
　
　
　
エ

大
　
　
　
　
崎

花

松
　

　

総
　
　
　
　
岡

田

産

東

彙

葉

贅

院

彙

自

彙

学

学

商
　
　
工

科

総

津
　
　
島

報

①①

②

　

　

◎

◎

　

　

①

翔 悟(滋 賀・延暦寺学園比叡山

一 徳〈栃 木・作新学院高等部

正 幸(三 菫・   暁

裕 〈秋 田・秋 田 中 央

章 〈北北海道・旭 ′|| エ

和 宏(■ 島・城     東

◎
　
◎

②
　
８１
　
◎

②

　

②

②

９０
　

　

◎

◎①

◎
　
８２
　
◎

2
，
一

水

川

商

農

口

野

日

本

田

水

佐

阪

花

池

義 塾

西

佐

工 彙

向

越

尾

貴 夫(新

明 (東

一 志(奈

大 地〈広

信太郎(福

潟・北    越 )

京・関 東 第 一 )

良・添     上 )

島・祗  ロ  ヨヒ )

同・九州国際大学付属)
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②
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②

◎
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◎
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◎
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女子 個人対抗 シングルス 組合せ表 (OS 98)

村

田

原

場

菅

川

村

井

江

川

田

尾

田

浜

西

構

山

黒

木

故

中

黒

成

赤

恵 里(石 川・金

幸 (島 根・松

瑞 薔(宮 崎。宮
みゆき(神奈川・柏

沢

江

崎

鵬

北

桑

陽

向

　

　

商

子

素

子

央

女

　

　

女

中

賀

　

　

佐

ロ
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②

◎

②

②

◎

88

②
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②

①
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②

②

◎
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８３
　
◎

②

　

◎

∞
Ｃ

”

０

②
　
◎

②^
”

”
②

Ｏ
　
①

４１
２

◎
　
①

②
４２

“
０

０
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２

“

″
②

Ｃ
“
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②

②
”

松

石

菊

票

山

尾 美糠子(福

′|1 絵 美(山

地 詢 子(青

"1 
真 子(島

口 絵 美〈兵

岡・九州国際大学付属)

梨・甲 府 商 業 〉

森・千 葉 学 国 )

根・大     東 )

庫・国 田 学 国 )

◎

91 ②  ◎ 90

◎ ◎

◎

◎ ◎

① ② 94

86

５１
◎

②
５２

”
Ｃ

②
　
②

Ｏ
Ｍ

森

美弥子(山 形・山形城北女子

加奈子(香 川・香 り!1 中 央

加代子(京 都・西  乙  "1

飛 鳥(愛 媛。新 居 浜 西

由 美〈滋 賀・滋 賀 女 子

真 結〈東 京・日本構女学館

瞳 〈秋 田・ニ  ツ  丼

美 代〈大 分・昭 和 女 子

鶴 子〈岐 阜・県立岐阜商業

真 弓〈北北海道・旭 ′II 実 |

愛 ・子(群 馬・前  構  東

由香利(長 野・長 野 商 業

聡 子(鹿児島・鹿 児 島 女 子

有希子(奈 良・奈良市立一条

由希江(■ 取・   瑣:

〉1

)1

彙)1

)1

)1

)1

)1

)1

◎

②

◎
　
７９
　
②

①

①

子

陵

北

子

立

葉

寺

女

青

城

女

市

　

エ

崎

潟

岡

村

田

　

天

②
“

◎
　
“
　
②

Ｏ

②

◎
　
７７
　
◎

◎②

①

②

　

　

②

②

Ｃ

②
　
７３
　
◎

①

　

　

②

◎

②

◎
　
８４
　
◎

②

　

　

①

◎

②

◎

◎

②

②

②

◎

②
　
８１
　
◎

◎

　

　

◎

①◎

Ｃ

　

　

Ｃ

②
　
６８
　
②

◎

６９
　
②

◎

②

高 晰 ち

鎌 田  良

ほ〈岐 阜・県立岐阜商業  〉

(官 城・聖ウルスラ学院 )

穂〈福 井・足     羽 )

子(京 都・京 都 明 徳 )

子(熊 本・熊本学国大学付属)

子(栃 木・真 田 女 子 )
佐〈高 知・土 佐 女 子 )

美(富 山・高  岡  西 )

子(鹿児島・鹿 児 島 女 子 )

意(愛 知。大     府 )

里(香 川・高 松 商 業 )

美(神奈川・北薇倉女子学国 〉

ゆう子(長  1野・岡

絵 美(滋 賀・滋

恵 (石 川・金

絵 美(宮 崎・宮

麻 実(愛 嬌・新

崎 子(茨 城・土

美 奈(和嵌山・有

めぐみ(北北海道・帯 広 三 条

仁 美(岡  山・山 鵬 女 子

令 奈(徳 島・城     東

文 乃〈福 島・尚     志

望 美(辞 馬・前  構  東

直 子(佐 賀・佐 責 女 子

宏 美(三 菫・   暁

鈴 代〈香 川・香 サil 中 央

千意子〈広 島・市立広島商業

千 夏(秋 田・能  代  西

真理子(奈 良・奈良市立一条

麻 紀(沖 縄・那  覇  西

万莉子(東 京。日本構女学館

崎

山
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平成 10年度 全国高等学校総合体育大会
バ ドミン トン競 技

男子

男 子

学校対抗戦選手等変更一覧

個人戦ダブルス監督等変更一覧

1998/07/31

1998/07/31

学  校 都 道府 県 区 分 変更前 =→ 変更後

宮 城 県 工 業 官  城 =→ 板  山 博 文

会 津 工 業 福  島 志 田  馨 =→ 近 藤 正 俊

茨  城 選  手 磯 部 泰 輝 =→ 宮 崎 智 史

４

＾ 常 総 学 院 茨  城 ?i-Y't- 山 口  :清 =→ 磯 部 泰 輝

上 尾 埼 玉 選  手 安 藤 裕 也 → 土 生 課

上 尾 埼  玉 "i-y'r- 土 生  諒 =→ 安 藤 裕 也

長 野 商 業 長  野 コーチ 神 林  務 =→ 松 木 靖

城 東 徳  島 監  督 美 馬 稔 子 =→ 大 西 勝 久

沖 縄 水 産 沖  縄 選  手 山 下 博 史 奥 ¬ア
¬
~ 」二

クハ

学  校 都道府県 区分 変更前 =→ 変更後

西 只 山  口 監  督 柏 崎 達 美 ⇒ 山 本 巧

_9A 
-

選  手 佐 藤  充

コーチ

常 総 学 院

=→



平成 10年度

女 子

女 子

全国高等学校総合体育大会
バ ドミン トン競 技

学校対抗戦選手等変更一覧

プログラムの訂正等

1998/07/31

1998/07/31

ページ 区 分 訂  正  前 =→ 訂   正  後

90 脱 字 +  ―占‐  ■ ^  ■′ゝ
ノヽ  ′ヽ  

「
コ  4X ⇒ 県 立 大 東 高 校

学  校 都道府県 区分 変更前 ==> 変更後

聖 ウルスラ学院 宮  城 コーチ 田 所 光 男

つ
ι 聖ウルスラ学院 宮  城 選  手 山 口 美地子 =⇒ 山 添 玲 子

聖 ウルスラ学院 宮  城 選  手 数  田 知 美 → 土 戸 悦  子

‘

‘ 聖 ウルスラ学院 宮 城 伊 東 千 賀 ⇒ 平 山 愛

前  橋  東 群  馬 コーチ 関  さえ子 ⇒ 阿
・
部 祐 子

新  潟 コーチ 飯 野 理 恵 =→ 兵 頭 雅 之

県 立 岐 阜 商 業 岐  阜 コーチ 大 橋 真理子 =→ 戸 田 弓 子

０
０ 大 東 島  根 コーチ 佐 藤  誠 =→ 栗  英 岡ll

長 崎 女 子 長  崎 (記名な し) =:> :ffl )tl E ft.

10 長 崎 女 子 長  崎 選  手 金井田 真 弓 =→ 松 下 佳 織

11 長 崎 女 子 長  崎 "t*Y't- (記 名 な し) =→ 下 舞 友 紀

12 宮 崎 商 業 宮  崎 vi-)'t- 萩 野  恵 益 満  かお り

13 豊 見 城 南 沖  縄 コーチ 金 城 郁 美 赤 嶺 靖

14 香 り|1 中 央 香  川 ri-7't- 柿 下 亮 子 =→ 齋 藤 美 奈

-25-

→ 1深 瀬 潤 二

選  手

新 潟 青 陵

コーチ

=→
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男子 学校対抗戦
1回戦
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昨年に続き連覇を狙う上尾と、地元の大声援を受けて地元優勝

を狙う高松商業が2コ ート並進て準決勝に臨んだ。

第 1シ ングルスは、平山のスマッシュで1-0と なったのを皮切り
に、平山が積極的なプレーで10-6ま でリー ドした。高木も、うま
い球回しと粘り強いプレーで 11-11に 追いついたが、平山は攻撃の

チャンスを作って、スマッシュ・ネット前からのプッシュなどで
4ポ イント連取、15-1:でゲームを先取した。 2ゲ ームロは3-2と 、
高木がこの試合初めてリー ドしたが、すぐに3-5と 逆転される。そ

の後一進一退のゲーム展開となって、13-13の セティングとなった

が、平山は積極的な攻撃で一気に加点。18-13で勝利した。

続く第 2ダブルスは、前原・前田組が 4点連取して機先を制し
た。その後はスマッシュの打ち合いて互いに加点していったが、

前原・前田組は、7-5か ら、中盤一気に得点を重ねて12-5と し、序

盤と中盤の連取で、15‐ 8で勝利した。第 2ゲームは、互いに点の

取り合いで始まった。前原・前田組は4本連続のスマッシュミス
などで6-9と リードされるが、攻め続ける姿勢は変えず、11-11と

追いついた。その後、一進一退の攻防を繰り返すも、攻め通した

前原・前田組が最後までスマッシュを打ち抜き15-12でゲームセッ
トとなった。

第 2シ ングルスは、橋村の3点連取でスタートした。中盤まで
は互いに競り合ったが、8-8を過ぎたところで、二宮に疲れが見ら
れるようになり、持ち前のうまい配球が見られず守勢に回り、途
中1ポイント取ったものの、橋村が15-9と先取した。 2ゲームロ
も1ゲームロからの流れで橋村が着々と加点。二宮も何とか踏ん

張って12-7と橋村のリードで迎えたとき、今度は突然橋村の足が

止まり、二宮が本来のプレーを取り戻し、8点連取、15-12で勝利
した。ファイナルゲームに入っても橋村の足が動かず、9-1で二宮
が一方的にリードしていた時に、隣で並進していた第 3シ ングル
スの樅木が相手のネット前プッシュを至近距離で日に受け、医師
の応急処置により眼帯を着用、この時点で監督の申し出により橋
村が棄権となり、高松商業の決勝進出が決まった。

男子 学校対抗戦

準決勝

男子学校対抗準決勝は、春の選抜優勝校の八代東と、3回戦で
第 3シードの金沢市立工葉を破り準々決勝では作新学院を破った
関東第一との戦いとなった。

第 1シ ングルスは、第 1・ 2ゲームとも、立ち上がり両者とも
丁寧な試合運びてサービスオーバーを繰り返していたが、段々岩
下は佐藤の正確で四隅をつくプレーについていけず、一方的な試
合になり、15-5、 15-7で関東第一が第 1シ ングルスを取った。

第 1ダブルスは本大会第 1シ ードの大東・中村組が序盤本来の
自分たちのプレーができず、9-9ま で一進一退の政防が続いたが、
大束のスマッシュが終盤決まり出し、15-11。 第 2ゲームも一方的
な試合で12-4ま でリードした。山下・佐野組も最後に粘りを見せ、
10-14ま で追い上げたが、大東・中村組の貫禄勝ちであった。

第 2ダブルス。 1ゲームロは2-2か らレシープのうまさと動きの
速さで木田・安村組が一気に7ポイント連取。茂見・山限組はネ
ットにひっかけるミスが続き最後まで追いつくことができなかっ
た。第 2ゲームは中盤まで一進一退の攻防が続いたが、結局 15-7
で関東第一ペアが第 2ダブルスを取った。

第 2シ ングルス。八代東の大東は 1・ 2ゲームとも試合の主導
権を握り続け圧勝。

第 3シ ングルス。序盤6-6ま で探り合い、中村がンョートサービ
スに変えてから流れが変わり、12-6ま で 6点連取、芝山は自分の
ペースがつかめず 1ゲームロを落とした。 2ゲームロもいきなり
10-0。 中村はかなり疲れていたが、要所でキレのあるショットを
決め、芝山を突き放す。芝山もショー トサープで 8ポイント連取
し8-10と 追い上げ中村を苦しめた。中村は前半のリードを守りき
り、15-10。 決勝進出を決めた。

第 1ダブルスは、橋村・樅木組が相手のプッシュミスで 1点先
取したものの、3-3の時の長いラリーをものにした安徳・二宮組が
ゲームの主導権を握り、コンピネーションが冴えて10ポイントを
連取して、13-3とする。橋村・樅木組も追い上げるものの、15-1
0で安徳・二宮組が先取した。 2ゲームロも勢いに乗り、序盤に5
ポイント連取。その後は、互いに点の取り合いとなったが、最後
はスマッシュを決めて15-7で勝利した。
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上尾にとっては、残念な結果となった団体戦準決勝であった。

-32-



男子 学校対抗戦
決勝

S3は,S2終了のため,途中打ち切り

今大会第 1シードの上尾高校を破り勢いに乗って、5年振り2回目の優勝を目指す地元香川の高松

商業と、安定した力でここまで勝ち上がってきた、今大会第2シードで2年振り2回 目の優勝を目指
す八代東との対戦になった決勝戦。

第 1シ ングルスは高木と池田の対戦になった。序盤、高木が3-0と リードするが、スマッシュカに勝

る池田がすぐに追い4-4と一進一退の攻防で中盤に入り、池田が8-7と リード、徐々に池田がペースを
つかみ12-8、 14-8と一気にゲームポイントになり、15-8で池田が先取した。第 2ゲームも序盤第 1ゲ
ームと同様な展開となり、5-3で池田リード。池田は相手をよく振り、またスマッシュも有効に決め、

相手に点数を与えず。15-3で攻守に勝る池田が功打の高木を振り切り、第 1シ ングルを制した。

第1ダブルス。第1ゲーム序盤から中盤にかけて攻守とも互角の争いを展開した。10-9と大東・中

村組がリード、疲れが見えてきた安徳・二宮組に徐々に大東・中村組の攻撃が勝る様になり、そのま

ま15-9で振り切り先取した。第2ゲームは疲れが見えてきて気落ちした安徳・二宮組を大東・中村組
が攻守に圧倒し、15-0で勝利をものにした。

第 2ダブルス。序盤、岩下・平山組が2-0と リー ドするが、前原 。前田組がすぐに追いつき3-3と な
る。攻撃力に勝る前原・前田組が徐々に相手を圧倒し始め、中盤8-3と リー ドした。粘る岩下・平山組

は8‐ 10と 2点差まで追撃するが、スピー ドと攻撃力に勝る前原・前田組がそのまま15-8で第 1ゲーム

を取った。第 2ゲームは岩下・平山組は攻撃に転ずるが、波に乗る前原・前田組のレシープを崩すこ
とが出来ず、序盤から前原・前田組が相手を圧倒、9-2と リー ドする。その後、前原 。前田組が後から

スマッシュを打って前で決めるパターンが冴え、徐々に得点を重ね、15-7で第 2ゲームも取った。多

彩な攻撃力と、安定したレシープカで前原・前田組が第 2ダブルスを制した。

第 2シ ングルス。中村は、安定したフットワークで相手のミスを誘い、疲れが見えた二宮を序盤よ

り圧倒するが、二宮もよく粘り、4-5と追いすがる。攻撃と安定したショットで相手を上回る中村が 1

5-5で第 1ゲームを先取した。第2ゲームも疲れが見えた二宮を中村が攻守ともに安定したプレーで圧

倒し、第 2ゲームも15-2で取った。

試合が終わってみれば、第 2ダブルスは取られたものの、安定した力を発揮した八代東の強さが印
象的な対戦であった。八代東は、全国選抜大会に引き続き2冠を手にした。
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(1嘱    :ス )ヽ

8

2

村 実 香

村 きくみ

2中 村 きくみ

江 知 代

二ｒ
ｌ
Ｌ

摘菜上井

「水橋奈美2L

美

香

恵
　
理

田

本

国

橋

堀
「
―
コ

一　
一　
一

一　

一

ｒ
ｌ
し

伊 澤 沙 織 2 1木

「
―
コ

　

　

「
―
コ

堀 江 知 代

美

子

代

子

奈

有

智

都

水 橋

古日山

小 室

丸 寄

女子 学校対抗戦
1 1亘]単曳

GT  2
(福

,1

井 ) (和 歌
都
山)

(3-0)伊勝

Sl

Dl

D2

S2

S3

「
―
コ

一　

一

ｒ
ｌ
」

「
Ｉ
Ｊ

一　

一

Ｆ
ｌ
」

「
Ｉ
Ｊ

二ｒ
ｌ

」

美

穂

春

子

代

絵

　

子

紀

　

　

　

　

紀

知

美

千

美

真

元

　

美

野

下

井

保

田

枝

　

保

水

木

牧

久

増

戸

　

久

ｒ
ｌ
「　
　
ｒ
Ｌ

GT  3 熊本
ar女電勝

(3-0)静
み
城
淵,

Sl

Dl

D2

S2

S3 松 本

0池 田 あゆみ]
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一

「
―
コ

一　

一

一　

一

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

美

晴

理

子

加

晴

　

子

鮎

千

真

舞

理

千

　

舞

村

上

泉

本

口

上

多喜

田

戸

松

野

田

奈

由

美

子

保

　

一美

栄

美

真

輝

知

美

　

輝

原

田

野

月

嶋

　

野

竹

黒

仲

望

川

　

仲

「
―
コ

　

「
コ
　
　
「
Ｊ

GT  4 三
カ
第&(3-1)土奈良市立一条

(奈   良 )

Sl

Dl

D2

S2

S3

GT  l 大 東
Ｄ
(3-1)会 子

鵬
女津
輛(島

持

井

原

川

板

筒

伊

黒

留美子

鮎 子

ｒ
ｌ
Ｌ

!0-15¬
15-11 1
15- 9」

田

城

金
　
栗

子
　
子

喜

響

大

渡

「
―
コ

一　

一

ｒ
ｌ
」

子

子奈

真

加

藤

部

雅 子

黒 lt \, +2l
x tuH+[

11-4
1!-3 」0大 藤 雅 子

]山 蔭 真 恵

直

栗

「
7-11¬

百香里O L 10-12」 2山 口

2 1

GT  7 滋
&女 部 (3-0)能 (萩ヽぶ

澤  憂
r ll- I rE2l ll-3l0+ 村 たくみ

2

ｒ
ｌ
Ｌ

一　

一

]

谷

藤

村

村

金

工

北

中

いづみ

千 夏
昌 子
いくみ

上 田 絵 美
「
Ｉ
Ｊ

　

　

「
―
コ

工 藤 千 夏

中 江 由 美 金 谷 いづみ

「
Ｉ
Ｊ

二ｒ
ｌ
Ｌ

奈

意

理

千

原

中

三
　
田

中 江 由 美

高 木 さやか

GT  5 長&商 誘 (3-0)豊 &城廊

Sl

Dl

D2

S2

S3

美 加
^

由希子・

由香利

15- 3
15-12

花 塚
竹 内
中 嶋
小 池

祢 津
竹 内

まり恵 2[||二 :]0城

異

香

:12[|:二
1:]Oi:留

間

地

間

本

村

小百合

ありさ

梢

[

[

[

]

]

]

仲

中

美

子

晴

祥

布 目 沙矢香

慶留間  梢

仲 本 晴 美
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美

美

子
紀

恵

子

　

子

友

和

恵

直

麻

生

順

　

直

村

口
井

和

辺

　

ロ

龍

田

川

松

曽

渡

　

川

箸‐ 尾 千 尋1[llΞ
li]2福
 田 i亜矢子

驚11翼
希
孟2[|:[1:]0渡
森
辺露|1撃

聾署嚢電重2[l:二 ll]01:量 暑
「
12-10¬

中 野 有希子 2L ll-2」 0 森  香 織

福 岡 真理子  [    ] 渡 辺 靖 子

GT  8



CT1 0 大 府
知
(3-0)城 東

島)(愛 (徳

Sl

Dl

D2

S2

川

綺

本

戸 和 子 2
ｒ
ｌ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

0枝1 元 売 子

加奈子田

　

田

鮎
　

正

美

恵

「
―
コ

一　
一

小  林

王 西 今 奈

理

季

ｒ
ｌ
Ｌ

子

緒

通

美

谷
　
田

深

大

5-
5-1
5¬
0」 0

真

美

山

米次

蔭

久

本

　

　

柿

田

　

　

田

正

　

　

鮎

恵
　
　
一美

「  コ玉西令奈

[    ] 久次米 美 季

女子 学校対抗戦
1回戦

CT1 4 鹿撮ξtts (3-2)千 為学堺
Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

Ｓ３

前 野 聡 子 2

美樹子
0

紗 佳

貴 子
2

和 子

貴 子 0

Γ
Ｉ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

　

　

Γ
Ｉ
Ｌ

一　

一　

一

1菊 地 絢 子

久 保

下和田

福 島

山 下

「
Ｉ
Ｊ

一　
一

竹 本 由 弥

一　

一

長

金
　
千

尾  梓

野 奈津子
葉 良 子

本 由 弥福 島 「
 3
L8 竹

　

　

長山 下 和 子 2 [

一　
一　
一

尾  梓

S3は,S2終了のため,途中打ち切り.

GT1 5 県立
鍵F商堪詢  (3-1)園 &学 認

高 崎 ち ほ2L12-11」 0福 本

子
2「 l:二 1110今

別府
香  L   」 山 ロ

保  
「
7-15n 朝 田
O1 6-15 12
子  し    」 山 ロ

「
11-3¬

子2L ll-2」 0今別府

真 弓

森  鶴 子

美

彩

絵堀 江 祐

松 原 美

深 貝 尚

森  鶴

奥 村 早

直 子

亜希子

彩 子

代

ｒ
ｌ
Ｌ

山 口 絵 美

GT1 2 佐稚女ぶ (3-0)旭 そ!し蠣漂ぶ

ロ 理

　

直

陽

中

　

富

福
一　

一

ｒ
ｌ
Ｌ

美 井
　
　
口

部

晃  子

納

脇

祝

加

子
21- l:二‐ 1-10 L
子 L    」 渡

恵里佳

差和子

恵

茂

「
―
コ

一　

一
ｒ
ｌ
Ｌ

子

代

満

路

村

浦

　

部

竹

松

　

渡

由 香

脇  陽 子
Γ
Ｉ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

差和子

祝  満 子 松 浦 由 香

GT1 6 新 潟 青 崚 (3-0)境
(新  潟)        (鳥 取 )

Ｓ‐

Ｄ‐

Ｄ２

Ｓ２

Ｓ３

江 部 真 梨 2
ｒ
ｌ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

一　

一 6lox 倉 なつか
野 由希江

"1 
喬 子

里
　
美

映

椰

山

井

”

倉

-1 0■  日
5 10
コ 今

1蜀 香

宏

郁

映

木

末

「
―
コ

一　

一

ｒ
ｌ
し

織

子

加
　
子

美
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村

吉中 り‖

倉 井 美
ｒ
ｌ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

「
―
コ

　

　

「
―
コ

日

　

　

今

野 由希江

媚 山 里 川 喬 子

GTl l 前  橋  東  (3-1)山 形城北女子
(群  馬)          (山   形 )

Sl

Dl

S2

小 林 愛 子 2
ｒ
ｌ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

0佐 藤 友 紀

中

畑

原

杉

指

田

中

南

大

千 明

実紗子

望 美

真 穂

0

東
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葉

菅

部

真 澄
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阿

「
―
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一　

一

Γ
Ｉ
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ｌ
Ｌ
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[
2- 0
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澤
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場
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場
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一

ｒ
ｌ
Ｌ
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泉
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香
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友
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つ
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知
湯
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府
０
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〈岩
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(3-2)東長程女ぶ
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Ｌ
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ｌ
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友
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友
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田
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二ｒ
ｌ
Ｌ

0岡
 林1 知 佐

本 真 奈岡
一　
一

ｒ
ｌ
Ｌ

平 山  愛

良

悦 子

めぐみ

いくみ
2

田

本

所

原

鎌

寺

田

桑

寺 本 悦 子

鎌 田  良

土 居 樹理子

野 中 美 希

岡 林 知 佐

「
Ｉ
Ｊ

　

　

「
―
コ

　

　

「
Ｉ
Ｊ

一　

一

ｒ

ｌ
Ｌ

　

　

Ｆ
Ｉ
Ｌ

　

　

ｒ
ｌ
Ｌ

美

か

美

織

や

由

さ

絵

香

澤  憂 妃

由 美

絵 美

「
―
コ

一　

一

「
―
コ

一　

一　

一

一　

一　

一

「奥田尚子2L

Ｆ
Ｉ
Ｌ

美

美

宏

麻

尾

東

松
　
川

ｒ
ｌ
Ｌ

子

奈

孝

佳

邊

城

渡

西

Ｆ
Ｉ
Ｌ
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Dlの第 3ゲームで,桐山が足のけがのため,途中棄権
沼田・岩岡組の勝利となる.

女子 学校対抗戦
2回戦
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美
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織

美
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Ｌ
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(長  野 )

(3-0)長香 川1 中 央
(香  川)
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内 由香利

嶋 友 香
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津 由希子
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布
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コ
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一
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Ｌ
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竹
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コ

一　

一
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代

美
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CT2 6 昭 和 女 子
(人 分 )

(3-0)大 府
知
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子

代
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美
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尾

末

赤
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コ
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一
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一
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女子 学校対抗戦
2回戦
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第 1シ ングルスは、大型 2年生同士の対戦となり、西岡のスマ
ッシュがコーナーに決まり7‐ 5と リード。ラリーが続いたが、西岡
がそのまま押し切った。第 2ゲームは、西の前後の揺さぶりやス
マッシュが決まり始め、逆に7-1と リードし、粘る西岡を振り切っ
た。ファイナルゲームは、西岡が2-6と リードされたが、チェンジ
エンド後、集中力を高め、8-7と 逆転し、そのまま逃げ切った。

大会 3連覇を狙う埼玉栄を 3対 0で破り勢いに乗る地元期待の
香川中央と、この 3年間で準優勝が 2回の実力校金沢向陽との対
戦となった。

第 1ダブルスは、主力同士の戦いとなったが、攻守に安定惑の
ある田村・舛田組が常にリー ドして、粘る黒川・戸城組を振り切
り2ゲームを連取した。

金沢向陽は、 3対 1で 2年振りの決勝に進出し、初優勝に向け
大きく弾みをつけた。

昨年の準決勝と同じ対戦相手となった準決勝第 2試合。初の決
勝進出をかけた昭和女子と、 2年連続決勝進出を狙う九州国際大
学付属とが熱戦を繰り広げた。

第 1シ ングルス。第 1ゲームは、速い動きと切れのあるスマッ
シュを効果的に使った木村が常に主導権を握り、5‐ 1と リード。対
する江島も粘り続けようとするが、ロビング等を外に出してしま
い、11-2で木村が取る。第 2ゲーム前半、やや疲れ気味のこ島に
対し、木村は攻撃の手を級めず、6‐ :と点差を拡げていく。江島も
何とか食い下がろうとしてサービスオーパーを続けるが、なかな
かポイント出来ず。九州国際大学付属が第 1シ ングルスを先取し
た。

第 1ダブルス。末綱・赤尾(美 )組の積極的に攻めるプレーと角
度のあるスマッシュに対し、真村・田ノ上組はリズムに乗れず、
第 1ゲーム9-1と リー ドされる。なかなか攻撃に転ずることの出来
ない奥村・田ノ上組は、14点取られてから3点連取して粘ろうとす
るが、結局、末綱・赤尾組が15-4で取る。第 2ゲームが始まると、
末綱・赤尾組が5-0と 点差を拡げたが、ミスが目立ち始め6‐ 8と逆
転される。しかし、積極的に相手を攻めて再び逆転し15-9で第 2
ゲームも取った。

1対 1で迎えた第 2ダブルス。中内・松尾組は緩急ある攻撃で
相手を揺さぶり、9-3と なる。一方、倉満・赤尾(亜 )組は、中内の
威力あるスマッシュに悩まされ、第 1ゲームは、中内・松尾組が

取った。第 2ゲームに入っても、中内・松尾組は安定したプレー

を続け、15-2で相手を退けた。

第2シ ングルス。最初のうちは互角の戦いとなる。互いにポイ
ントを少しずつ重ね、6-6と なるが、連戦で多少疲れの見える中内
を動かした末綱が連続点を取り、第 1ゲーム11-6で終わる。第 2
ゲームも中盤まで接戦となるが、最後まで集中したプレーを続け
た末綱が取る。

ここまでで 2対 2。 最後の第3シ ングルス。第 1ゲーム中頃ま
ではサービスオーバーを繰り返しながら互いに点を重ねたが、5-
5か ら赤尾(美 )が攻め続けて11-5で取る。第 2・ 3ゲームは一転し
て松尾の流れで展開し、追い込まれても厳しいコースに返してい

くプレーで赤尾のリズムを崩し、 2点と3点で退けて、決勝進出
を果たした。

第 2ダブルスと第 2シ ングルスは並行試合となり、日が離せな
い展開となった。

第 2シ ングルスは、舛田が、5-0と リー ドし、ここから黒川が4
-10と粘りを見せたが、そのまま11-4と舛田が押し切った。 2ゲ ー
ムロも舛田が、クリアでパックを政め、またスマッシュがコーナ
ーに決まり、11-1と圧勝した。

この時点で、 2-1と 金沢向陽のリードで、勝負は第 2ダブル
ス次第になった。第 1ゲ ーム、5-5と 接戦になり、岸田・蓮井組が
10-6と リー ドしたが、 10‐ 10と追いつかれた。ここからの勝負どこ

ろで落ち着いて攻めた岸田・蓮井組がポイントを重ね、15-12で第
1ゲームを取った。第 2ゲームも接戦となり、7-7か ら一進一退の
攻防が続き、今度は逆に曽我・渡辺組が攻撃の主導権を握り、15
‐10で第 2ゲームを取った。ファイナルゲームは、 2ゲームロの後
半の勢いが続き、曽我・渡辺組が8-2と リードしチェンジエンドと
なった。ここから、勝ちを意識したのかプレーが消極的になり、

岸田・蓮井組が反撃し10-13と 追い上げた。しかし、最後は、粘る

岸田・蓬井組を振り切り、15-10で退けた。
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女子 学校対抗戦
決勝

S2は,S3終了のため, 中内が途中棄権,舛田の勝利となる

初優勝をかけての戦いとなった。第 1シ ングルスと第 1ダブルス・第 2ダブルスが並行して入った。

第 1シ ングルスは、4-2と序盤木村がリードした。しだいに西が安定したプレーで 5オールまで追い

ついた。その後も7オールとなり、8-7と西がリードしそのままゲームを取った。

第 2ゲーム。序盤から西の好調なペースが続き7-3となり、木村がミスを連発し一方的なゲームとな

りあっさりと試合が終わった。

第 1ダブルスは、田村と昨年度個人対抗ダブルス優勝の舛田とのペアと中内・松尾ペアの対戦であ

った。序盤7-2と 中内・松尾ペアのリードで10-5ま でいった。その後も中内・松尾ペアが長いラリーを

制して13-6ま でいった。攻撃・守備とも安定し、14-6と ゲームポイントを取ったがその後、田村・舛

田ペアが追撃をみせたが、果敢な攻撃で第 1ゲームを制した。第 2ゲームに入っても田村・舛田ペア

のミスが目立ち、4-4と試合は措抗した。しかし、中内。松尾ペアがミスをせず長いラリーを制してい

き、10-4と リードした。その後も中内・松尾ペアは相手のミスを誘い一方的に14-4ま でいき、そのま

ま試合が終わった。前年度のダブルスチャンピオンに自分たちのプレーをさせなく、中内・松尾ペア

は堅実な攻撃と守りがすばらしかった。

第 2ダブルスは奥村・田ノ上ペアが一方的に攻撃し13-4までいった。何回かのサービスオーバーの

末、奥村・田ノ上ペアが 1ゲームを取った。第 2ゲーム序盤は渡辺・曽我ペアの疲れが見え始め、5-

1と奥村・田ノ上ペアがリードした。その後も渡辺・曽我ペアのミスが多く11-1ま で第 1ゲーム同様一

方的な試合となった。13-3と終盤もペースはそのままで14-4となった。しかし渡辺・曽我ペアも盛り

返し12-14ま でいったが、最後は自力にものをいわせ奥村・田ノ上ペアが15-12と振り切った。

第2シ ングルスと第3シ ングルスは同時並行で行われた。第2シ ングルスは序盤3-1と中内がリード

した。舛田のパックアウトなどのミスが目立ち8-2と中内がリードしたが、中盤しだいに舛田の攻撃が

決まり始め6-8となり、終盤、舛田も粘り強く9オールのセテイングまで追いついた。セテイングに追

いついてからも舛田のベースは衰えず2-0のゲームポイントを取ったが、すぐに自分からのミスで2オ

ールと追いつかれたが、最後はあっさりとゲームを取った。2ゲームロになっても舛田のスマッシュ

・カットが決まり始めそのまま4-0までいった。中内も粘り強く反撃し4オールまでいき、6オールと

なったところで第3シ ングルスが終了して中内が棄権し試合が終わった。

第 3シ ングルスは、エース松尾が堅実なプレーで相手のミスを誘い7-2と大きくリードした。しかし

田村も長いラリーになってもミスをせず、逆に相手のサイドアウトのミスを誘い6-7まで追いついたが、

終盤自滅をして10-6となり自分のヘアピンがネットを超えずあっさりとゲームを落とした。第 2ゲー

ムに入り、序盤、田村のペースとなり6-3と点を重ねた。 しかし、松尾も粘りを見せ始め 6オールま
で追いつき逆転した。その後、中盤は一進一退であったが。落ち着いたプレーをした松尾が相手のミ

スであっさりと11-6でゲームを決め、九州国際大学付属高等学校が初優勝を決めた。
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男子 イ国人対抗戦 ダブルス
4 戦

男子 個人対抗戦 ダブルス
準々決勝
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男子 イ国人対抗戦  ダブルス
準決勝

〈
ロロ万
試
番 (県 名・学 校1  名   )

負 選 手 氏 名
(県 名・学  :校

勝 選 手 氏 名 ス コア
′名     :)

BD
95
(育員  冽ド・ノ`

酒 井  忠、 本目
茶 谷  徳  靖
(石 川。金沢市立工業

也
史

真
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東

東
村
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大
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ｒ
ｌ
Ｌ

「
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コ

ー

ｒ
０
０
υ

一
二

員
υ
Ｏ
こ
員
υ

第 1ゲームは、酒井・ 茶谷組のサービスで始ま り、動きにやや硬 さの見 られる大束 。中村組
か ら 3点を先取 した。その後、大東・中村組が 2点を取 り、 リズムに乗れるか と見 られたが、
2-6と リー ドを拡げられた。 ここか ら、本来の調子を取 り戻 し、 6オールまで挽回 した。その後、
速い動きで ドライプ・スマ ッシュ攻撃を続ける大東 。中村組と、息の合 ったコンビネーション

で堅い守 りを続ける酒井・茶谷組が、それぞれの持ち味を出し、一進一退の攻防が続き、10-1

1の大接戦 となった。ここか ら、大東・ 中村組が強いスマ ッシュをコーナーに決め、 ミスを誘い、

粘る酒井 。茶谷組を振 り切 り、 5点を連取 して、第 1ゲームを先取 した。
第 2ゲームは、序盤 3-3の攻防が続き、酒井・茶谷組が リズムに乗 り6-3と リー ドした。ここ
か ら、見応えのあるラリーが続 き、互いに得点を重ね、酒井・茶谷組が 10-7と した後、テンポ

のよい攻撃を続け14-8とゲームポイン トを握るが、大束・中村組 もここか ら粘 りを見せ 12-14と
2点差まで追い上げた。 しか し、最後はスマ ッシュを決めて、酒井・ 茶谷組が 2ゲームロを 15
-12で取 り、ファイナルゲームヘ ともつれ込んだ。

第 3ゲームは、自分の持ち味を出し、 3-3の攻防が続いたが、お互いにサービス ミスやネ ッ ト
に引っかける ミスが 目立つようになった。大東 。中村組が6-5と 1点 リー ドしたあた りか ら本来
の攻撃に リズムが出て、 11-5と リー ドを拡げた。その後、ラリーが続き、お互いに得点を重ね
る。 14-9か ら最後は、酒井・ 茶谷組のスマ ッシュがバ ックバ ウング リーラインを割 り、大東・

中村組がゲームカウン ト2-1で 、決勝に進出した。

準決勝

第 2試合

地元の応援を背に、学校対抗に続いて決勝進出を狙 う高松商業の安徳・二官組と、準決勝で

惜敗 した学校対抗戦の無念を個人戦で果た したい上尾の平山・ 川崎組の対決となった。

第 1ゲーム。まず、平山・ 川崎組が、ネ ット前に浮いたシャ トルを見逃 さず攻撃を して2-0と
リー ド。数回のサービスオーバーの後、スマッシュカのある二官が後方に回って攻撃を し、安

徳・二宮組が 1点を取る。 ところが、それか ら安定 した レシープカを持つ平山・川崎組に対 し
て、安徳 。二宮組はなかなか攻撃パターンが作れず、3-8と リー ドを拡げられる。その後 もリズ
ムに乗れず、 12点まで連続点を許す。サービスオーバーの後、粘 りを見せた安徳・ 二宮組では
あったが、平山・川崎組は厳 しいコースに繰 り出す リターンによって 15-6と第 1ゲームを制 し
まこ。

第 2ゲームが始まると、相手の ミスをついて安徳・二宮組が2-0と リー ドする。 しか し、シャ
トルを連続 して外に出し、ファース トサーバー時に 3点を続けて与えて しまう。セカンドサー
バーに交替 してから、平山 。川崎組は正確なレシープとドライプを厳 しいコースにリターンし

て揺さぶり、8-2と一気に点差を拡げる。また、隙を見つけては、平山の威力あるジャンピング
スマッシュ等を用いて攻撃に転 じ、常に主導権を握った展開となる。そして、 10-4の 時の長い

攻防で繰り返されたラリーを制した平山・川崎組が勢いに乗って連続 5点を取 り、決勝進出を
果たした。

二十Zゝ
ロルヽ
「
コ第
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番号 (県 名。学
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男子  イ国人対抗戦  ダブルス
決勝

男子ダブルス決勝は、準決勝で金沢市立工業に苦 しめ られた大束 。中村組と平山・ 川崎組の

対戦 となった。

1ゲーム ロは、上尾ペアのサービスか ら始まる。 1-5と 上尾ペアは波に乗 りきれない状態か ら
5-5と並ぶところまでは追いついた。 しか し、大束 。中村組のスマ ッシュに少 しずつ離 され 5-9。

以後 も要所に ミスが出て 8-12と 中盤の失点が大き く響き、追いつかないまま最後 3ポイン ト連
続で取 られた。大東 。中村組が 15-8で第 1ゲームを先取 した。

2ゲームロの立ち上がりから、平山・川崎組は 1ゲームロの流れを変えることが出来ず、大
東 。中村組に卜6と リー ドを許 した。しかし、大東 。中村組の崩れもあって5-6と徐々に追いつ

き、本来の調子を取 り戻 し、10-7と逆転 した。この調子で流れが平山・川崎組に傾いたかと思

われたが、大束・ 中村組がよく攻撃をして再逆転 して12-10と 2点 リー ドした。平山・川崎組は、
粘 りを見せ 13-12と再々逆転したものの、13オールと追いつかれ 5ポイントセティングゲームを
選択 した。大束 。中村組は、3-0から再度自分たちに気合いを入れて、思い切ったプレーでゲー

ムを行い、スマッシュ・ ドライプ・ カットと前後を使った配球と力で押すプレーで、平山・川

崎組を押 し切った。

終始、大崩れ しなか った大東 。中村組が全国高校選抜大会に続いて、インターハイで もダブ

ルス優勝を果た した。
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女子 個人対抗戦  ダブルス
1回戦
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氏
名

負 選 手 氏 名
(県 名・学  校

名 ス コア
4≧:    )

GD
18
(福 井・敦

友 紀
美弥子
山形城北女子 )

藤
菅
形

佐
山
山

ｎ
Ｖ

「

Ｉ

Ｊ

０

４

一

一

Ｅ
υ

ワ
ー

ｒ
ｌ
Ｌ

，

“

代
子
章
恭
賀

本
中

山
田

GD
19
(宮 崎・宮 業商

美
春
府

絵
千
甲

―
リー●く

月
月
多

石
浅
山

Ａ
υ

「

Ｉ

Ｊ

く
υ
ｎ
υ

Ｉ
民
υ
Ｅ
υ

ｒ
ｌ
し

，

一

美
文

絵
智
業

切
越
商

岩
川
崎

GD
20

央中

香
奈
田

静
美
有

浦
戸
山歌

勝
木
和

ｒ
ｌ
Ｌ

ｎ
ｖ

「

―

コ

●
０
，
ん

一

一

民
υ
ｒ
０子

香
彰
央

山
保
ｒ島

内
久
己＝′鹿島児鹿

GD
21
(栃 )東

子
理

亮
真
城

元
山
島

枝
蔭
徳

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

●
０

＾
Ｖ

一

一

民
υ
民
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

，
一

み
子

ぐめ
順
子

井
石
女

新
羽
岡真木

GD
22
(静

あ

・豊 見 城 南  )

さり
梢

地
間
縄
留
幸
慶
沖

「
―
コ

二ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
ん

美
子栄

輝
知
北

野
月
城

仲
望
岡静岡

GD
23

F,I.   :)松

恵
美
■ヽ４

幸
恵
松

村
出
野

北
平
長

「

―

コ

民
υ
ｌ

民
υ

一　
一　
一

Ｏ
υ

員
Ｊ

Ｅ
Ｊ

子
子

希

理
亜
絵

田
村

石
木 「 L(鳥 取。米  子
~ 
西  ~)

CD
24
(神奈川・鵠 子女

子
　
―
睦
―

μ〓牙

会

藤
部
島

大
渡
福

一　

一

ｒ
ｌ
Ｌ

ｎ
Ｖ

「

―

コ

７
１
，

一

織
帆

佐
美
子

野
崎
女

矢
浜
沼

GD
25
(京 都・西  乙

羹
居 浜 東  )

桂
絵
斤土ネ

藤
木
媛

伊
鈴
愛

ｎ
ｖ

「

Ｉ

Ｊ

９

５
二
民
Ｊ
Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
●

子
織
代加
香
訓

村
野

木
日

CD
26
(新 潟・新

美 保
尚 子
県立岐阜商業

「
―
―
コ

ｒ
ｌ
Ｌ

原
貝
阜

松
深
岐

梨
美

真
郁
陵

部
井
青

江
倉
潟

GD
27
(佐 賀・佐 子女

み
代
姜

′
ヽ
、
　
　
，
‘́

き
知
鈴

村
江
島

中
堀
広

ｎ
ｖ

「

―

コ

７

６
二
Ｌ
υ
民
υ

ｒ
ｌ
」

，
一

子
子
直
陽
子

富

女
脇
納

賀

GD
28
(福 岡・精 )井

好
村
女

三
木
華

美
ッ

瞳
初
二

田
野
田

成
今
秋

Ａ
υ

「

―

コ

′
０

′
ｔ

一

一

Ｅ
Ｊ
員
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

０
４

緒
か

奈
い つ

子

GD
29
(群 馬。前

■

，
″
′
ン

「
Ｉ
Ｊ

中 野 有希子
桐 山 華 織
奈 良・奈良市立一条   )

ｒ
ｌ
Ｌ

美
子

望
愛
東

原
林

南指
4ヽ

橋

GD
30
(茨 城・土 園学

子
美
田

彩
絵
園

府
口
庫

ロカ今
山
兵

ｎ
ｖ

「

Ｉ

Ｊ

Ｅ
Ｕ
ｎ
Ｖ

二
民
υ
Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

，

一

織
子

香
靖
三

辺
第

森
渡
浦

CD
31
(1姜 陽向

香
美
ミＪυ

愛
寛
金

辺
我
川

渡
曽
石

ｎ
）

「
Ｉ
Ｊ

０
０

０
υ

二
員
υ
員
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
ι

子
恵
矢亜
理
院

木
村
↓女

荒
上
州九本

CD
32
(愛 知。大

下 有
沼 裕
手・盛 =」=  で'デ     ヽ:lJ _Lι    ノ

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

ｎ
υ

Ｏ
υ

二
民
υ
０
０

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

，
●

美
恵

鮎
正
府

田
田

柿
本

香
美
岡

山
柿
岩

GD
33
(香 川。高 月に:    :)

ｎ
υ

「

―

コ

Ｏ
υ
ウ
ι

二香
里

友
有
業

賀
口
商

レし
ト
ン小
漬
松

ｒ
卜
Ｌ

子
子奈

真
加

黒

島

川

根。大
栗

GD
34

子女

希
恵
崎

亜
康
長

森
中
崎

小
上
長

「

―

コ

員
υ
０
０
１

二

一

民
υ
７
，

Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

子
子津

圭
英
葉

田
田
１ムロ

島
山
ｔコ̈西葉(千

-51-



女子 個人対抗戦 ダブルス
2 戦ロ

合
号
試
番 (県 名・学  校  名  )

負 選 手 氏 名
(県 名・学  校

ス コア勝 選 手 氏 名

`饉

5    )

GD
35

野
留
り||

恵
未

子
代

聡
美
子

綱
尾
女

末
赤
和(大 分・昭

コこ

田加
出 商  業   )・坂

吉
福
香

ｎ
ｖ

「
―
コ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

，
一

GD
36

幡
桂

(富 山・高 岡

森 岡 絵 美
岡 本 和 恵
(京 都・北  嵯

「
―
コ

Ｑ
υ
●
ι

二
Ｅ
υ
員
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
‘

美
恵津

好
千
西

谷
下

自我    )

GD
37

里
美

美
貴
子

山
口
女

井
谷
陽山山岡

市
茨

「
―
∃

一　

一

Ｆ
Ｉ
Ｌ

院学

織
織
総

沙
沙
常城

柴
|

GD
38

美
子

真
知

田
岡

沼
岩

(南北海道。札 幌 静

島
田
崎

満
松
長

「
―
―
コ

●
ι
０
０
０
υ

二

一

民
υ
И
■
■
υ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

，

一

良 子

ど庁女子 )1

奈

修

GD
39
(:福 園学

子
子
に

津

ョ

奈
良
千

野
葉
森

金
千
青

ｎ
υ

「
Ｉ
Ｊ

●
０

０
０

二
ｒ
Ｄ

Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
一́

子
意
属

景
乃
付学

内
本
大際

中
藤
国州九岡

OD
40

奈
希

加
麻
葉

塚
田

大
依

(千 葉。東 陵青

里
　
コワ

幸
″

映
　
斤土ホ

山
田
潟

媚
前
新

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
乙

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

■
４

，

一

一

一

７

Ｆ

０

GD
41

美
かや

由
さ
子

江
木
女

中
高
賀滋賀(,弦 )

ア
ム

鶴
祐
熙
香
岐阜商業

江
阜

堀
岐

子森
ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

民
Ｊ
Ｏ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

GD
42

乃
香
文
美
志

口
藤
出
佐

尚島福 東藍
”

穂
明
″

真
千
〓‐１〓ロ

杉
中
馬

大
田
群

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

Ｏ
υ
ｏ
０

一

一

ｒ
ｌ
Ｌ

GD
43
(大 阪・四 子女星″ヽ

子
美
部
泰
晴
書

野
野
木

上
高
栃

ｎ
ｖ

「

―

コ

Ｏ
Ｏ

民
υ

二
Ｃ
υ
Ｅ
υ

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

●
ι

華
恵
美

寺

城
良
王

安
恵
天

GD
44

子
子

聡
和
子

野
下

一
１

‐ヨ

一日

＝

¨

(鹿児島・鹿 児 島 女

「
―
―
コ

Ａ
ｖ
■
■

一

一

民
υ
７
１

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
ι

田 夕 加
村 和 葉
島。広 島 桜 が 丘  )

石
中
広

GD
45

鈴
久
香

田
井
川

岸
蓮
香

「
Ｉ
Ｊ

０
０

員
υ

Ｏ

ι

一
二

ハ
ｎ
Ｘ
Ｘ
υ
民
υ

ＦＩ
Ｉ
Ｉ
」

０
一

子
代

満
路
子

茂
女

祝
加
賀佐賀佐 央中

代
美
＝

GD
46

子
奈

田山
土

(東 京。日本橋

万莉
カロ

6¬  木 村 佳奈子
510渡  辺 真希子
」 (北北海道・旭   メ|1  南  )

Ｆ

Ｉ
Ｌ

り
Ｌ田

女学館

GD
47

晴
里

千
真
院学

「
Ｉ
Ｊ

211     〕)

横 井 飛 鳥
加 藤 麻 実
(愛 媛。新 居 浜

ｒ
ｌ
Ｌ

上
泉
愛女

田
Fコ

(熊 本・熊本信

GD
48

柏

場
野
川奈

橋
辻
神

“

f論    )

ｎ
υ

「

Ｉ

Ｊ

ハ
υ
７
１

一

一

民
Ｊ
員
υ

みゆき
愛

美
子

宏
尚

尾
田

松
奥

ｒ
ｌ
Ｌ

暁重

GD
49

美
婢

絵
好
一

口
　
第
謝
山
　
庄

ハ
υ

「

Ｉ

Ｊ

７
１
ウ
●

一　
一

民
υ
民
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

(埼 玉。本

鎌  田  良
田 所 め ぐみ
宮 城・聖ウルスラ学院

GD
50

里
恵
恵
　
陽

村

田
向

田
舛

沢 子女

美
子
寸
美
ォ

奮

只中

永
村
口

森
中
山

ｎ
ｖ

「

Ｉ

Ｊ

７
１
１

ｒ
ｌ
Ｌ

(石 川・金

-52-



女子 個人対抗戦 ダブルス
2回戦

合
号
試
番

名
ｔ
氏聾選

名
負
県

ス コア勝 選 手 氏 名
.

校   名  )(県 名・学 4ヒ1    )

GD
51

代
子

章
恭
交^呈

本
中
井

山
田
福

城
中

戸
川(香 川・香 ヨ翼量     :)

Ａ
Ｖ

「

Ｉ

Ｊ

Ｑ
υ
Ｏ
Ｊ

二
Ｌ
υ
民
υ

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

つ
ι

子
明
奈加
千
央

黒  川

GD
52

央中

美
子
口

弘
良
Ｊ
＝
ロ

美
文

絵
智
業

切
越
商

岩
川
崎(宮 崎・官

田
副
口山

「

―

コ

民
υ
７
１
１

一

一

一

ｒ

ｌ

Ｌ

，
一

υヽ

ｒ
Ｄ

Ｃ
）

央中
子
島

香

児
彰
鹿

山
保
島児

内
久
鹿

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

α
υ
Ｏ
υ

二
民
υ
ｒ
０

ｒ
ｌ
Ｌ

２
基
尋
雪美
千
園

池
原
寺木

菊
桑
盤常城宮

′
４

ヽ
り

”
０

（
υ めぐみ

子
岡 女 子  )

∝
瞑

・真

井
石
木

新
羽
栃

子
奈

孝
佳

邊
城

渡
西

暁重・
一
■
■

一

（
υ

「

―

コ

Ｅ
υ
Ｏ
υ

一　
一

民
υ
民
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
一

瞑
υ

Ｄ

５

０
美
栄子
岡 城| ヨヒ  )

野
月
岡

仲
望
静

ｎ
Ｖ

「

―

コ

Ｑ
υ
Ｌ
υ

輝
知
静

緒
羽
真

館

川
藤
学女

黒
佐
橋本日一示東

一　
一

Ｅ
υ
Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

り
ι

ヽ
υ

ｒ
Ｄ

＾
υ

西   )
ｎ
ｖ

「
―
コ

ワ

●
，

一

一

一

Ｌ
υ
民
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

２
子
郁
希多
実
園

田
口
与畷

上
坂
條四阪(:大

子
子
子

希
理
亜
絵
米

田
村
取

石
木
鳥

ｎ
γ
０

（
し

女

織
帆
沼

佐
美
鵠

野
崎
川奈

矢
浜
神

華
希

麗
亜
子

満
尾
女

倉
赤
和 子   )

ｎ
υ

「

Ｉ

Ｊ

Ａ
ｖ
ハ
０

ｒ
ｌ
Ｌ

GD
58

加
香
西

弓
子美
業

真
真
実

崎
松

乙′  ヨ||  )
子
織

，
、
′
―

ｎ
ｖ

「
―
コ

Ｏ
υ
ｎ
υ

一

一

に
υ
ｒ
Ｄ

村
野
都

木
日
京

ｒ
ｌ
Ｌ

塩
岩
日

´

■
几道海

レ
し
■
月
レ
し
■
И

Ｏ
υ

ヽ
ν

ｒ
Ｏ

ｎ
０

青 陵  )ｒ
ｒ
立
ホ

潟

江
倉
新

子
織

倫
詩
栄

熊
下
玉

大
大

(埼 玉・埼

梨
美
ヨ
”
”
一

真
郁

部
井ｎ

Ｖ

「

Ｉ

Ｊ

ｎ
０

０
０

ｒ
ｌ
Ｌ

ヽ
υ

ハ
０

ハ
υ

愛三森

紗
　
ガ
香
〓ォ

三
　
受道

田
井
海レし■月

安
高
南

ｎ
ｖ

「

―

コ

ワ
１
０
υ

二
Ｌ
υ
瞑
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

つ

一

子
子

直
陽
子

富

女
脇
納

賀佐賀佐

ヽ
り

【
０

（
υ

女

希
娘
佐

美
愛
土

中
藤
知

野
伊
高

ｎ
Ｖ

「

Ｉ

Ｊ

０
０
０
υ

一

一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

Ｏ
一

緒
かつ

奈
い
子

好
村
女

三
木
華(福 岡・精 =子

‐    )

ヽ
り

＾
０

（
υ 美

子
橋  東  )

望
愛
前

原
林
馬

指南
小
群

紀
美

夏
奈
西

井
澤
岡

置膝士
ロ

(富  山。高
ｎ
ｖ

「
―
コ

′
域
′
４

〓
瞑
υ
民
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
ι

りヽ

＾
０

Ｃ

）

三第

織
子
浦

香
靖
土
辺
城

森
渡
茨

ｎ
υ

「
Ｉ
Ｊ

〓
民
υ
ワ
ー

Ｆ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
一

弥
梓
由
　
園

本
尾
学

竹
長
葉(青 森。千

ヽ
ν
ｎ
υ

（
し

子女

子
子
争田
”

倫
智
山

田
口
山

小
谷
岡

ｎ
Ｖ

子
恵
矢亜
理
院

木
村
与女

荒
上
州九本しヽ

書
”

「

Ｉ
Ｊ

，
一
７
１

一

一

Ｅ
υ

Ｅ
υ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

●
Ｌ

ｎ
ス
０

＾
し 美

恵
鮎
正
大

田
田
知

柿
本
愛

香
里

友
有
業

賀
口
商

レ
一
Ｌ
ル小
渡
松(香 川・高 ′Fi‐      :)

ｒ
ｌ
ｌ
」

「
―
―
コ

民
υ
（＝
）
Ｏ
υ

一　
一　
一

Ｏ
υ
Ｒ
υ
Ｒ
υ

GD
66

葉千

子
子
′ｒ

津
武

圭
英
西

田
田
葉

島
山
千

ｒ
ｌ
Ｌ

子
子

恵
史
社

島
弟

向
田

(滋 賀。近 江 兄

「

Ｉ

Ｊ

Ｅ
υ
ウ
ー

二
ワ
Ｉ
Ｅ
Ｊ

-53-
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女子 イ国人対抗戦  ダブルス
戦3 ロ

試合
番号 (県 名・学   :校  名  )

負 選 手 氏 名
(県 名。学  校

ス コア勝 選 手 氏 名

`85    )

GD
67

西   )

美
恵
師
津
好
千
高

谷
下
山

幡
桂
富

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

ｎ
Ｖ
■
，

一

一

民
υ
民
Ｊ

ｒ
ｌ
Ｌ

，

一

子
代

末 綱 聡
赤 尾 美
和 女 子(大 分・昭

GD
68

:ヨL    )

美
子

井 山 美 里
谷 口 貴 美
岡 山・山 陽 女

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

ｎ
ｖ
４
〓
Ｌ
υ
Ｅ
υ

ｒ

ｌ

Ｌ

，
一

奈

修

真
知

田
岡

沼
岩

(南北海道。本L 幌 静

OD
69

)

子
恵
属

景
乃
付学

内
本
大際

中
藤
国州九岡

「

Ｉ
Ｊ

Ｌ
υ
Ｏ
●

０
こ

二

　
一

〇
〇
■
Ｄ
´
ヽ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
こ

(福 葉

塚
田
葉

大
依
千

奈
希

加
麻
東

GD
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志   )

江
木
女

中
高
賀滋賀(,弦

乃
香

文
美
尚

口
藤
島

出
佐
福

ｎ
ｖ

「

―

コ

員
υ
Ｏ
υ
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一

民
υ
民
υ

Ｆ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
こ

美
かや

由
さ
子

(大 阪。四

子
子

聡
和
鹿 児 島 女 子  )

野
下
島児

前
山
鹿

ｎ
ｖ

「

―

コ

Ｑ
υ
Ｑ
υ
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一

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

，
一

華
恵
美

寺

城
良
王

安
恵
天

GD
72

山 田 万莉子
土 田 加 奈
東 京。日本橋女学館 )

ｎ
ｕ

「
Ｉ
Ｊ

，

一
Ｏ
υ

二
Ｃ
υ
〓
υ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
ι

子
代

満
路
子

茂
女

祝
加
賀佐賀佐

GD
73

コに

育

幅蒸(二 重 ・   暁

上
泉
本

田
戸
熊

晴
里
信愛女学院

ｎ
ｖ

「
Ｉ
Ｊ

ｌ

７
二
Ｅ
υ
Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

ワ
一

美
子

宏
尚

尾
田

松
奥
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)

里
恵
恵
　
陽

村
田
向

田
舛
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美
館
庄

絵
婚
本

口
　
玉
謝
山

埼

ｎ
Ｖ

「
Ｉ
Ｊ

′
■
ｎ
ｖ

二
Ｅ
Ｊ
民
υ

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

，
一
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75 川
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戸 城

岩
ｎ
ｖ

「
―
コ

ハ
Ｏ

Ａ
Ｖ

ｒ
ｌ
Ｌ

，
“

子
明
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千
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千

池
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菊
桑
宮

「

―

コ

民
υ
（
Ｘ
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４

一

二

〇
０

負
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尋

ｒ
ｌ
Ｌ

子
奈

孝
佳

邊
城

渡
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暁
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希

條

多
実
四

田
口
阪

上
坂
大

ｎ
ｖ

「
―
コ

Ａ
υ
ｌ

二
Ｃ
υ
員
υ

黒 りll 真 緒
佐 藤  羽

(東 京。日本橋女学館

子
郁
畷 学 園  )

Ｆ
Ｉ
Ｌ
2
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78

弓
子
メ
美
旦

真
真
。九道

崎
松
海レし■“

塩
岩
北

華
希

麗
亜
子

満
尾
女

倉
赤
和(大 分・昭 |1 実 業 )

「
―
―
コ

一

一

ｒ
ｌ
Ｌ

0
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79

栄   )

大
大
埼

子
子

直
陽
子

富

女
脇
納
　
賀

二

一

０
●

０
‘

Ｅ
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「
―
―
コ

ｒ
ｌ
Ｌ

熊 倫 子
下 詩 織
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)

紀
美

夏
奈
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井
澤
岡

基

ロ

好
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岡

三
木
福

ｎ
ｖ

「

―

コ
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民
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υ
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奈 緒
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ｒ
ｌ
ｌ
」
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子
恵
矢亜
理
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弥

電
梓
コ

由

千

本
尾
森

竹
長
青

木
村
学

ｎ
ｖ

「

Ｉ

Ｊ

●
υ
０
０

二
Ｌ
υ
民
υ
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ЛL
上

(熊 本。九 州 女

ｒ
ｌ
Ｌ
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小比賀 友
濱 口 有
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子
子

恵
史
社

島
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香
里
松

ｒ
ｌ
Ｌ

「
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―
コ

ヽ
υ
ヽ
υ
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υ

向
田

(滋 賀・近 江 兄
l
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試合
番号

スコア   負
(県
選 手 氏
名・学

名
校 ′2:     )

勝 選 手 氏 名
(県 名。学  校  名  )

GD
83

幌 静 修

沼
岩
南

ｎ
ｖ

「

―

ヨ

ー

Ｑ
υ

二
員
υ
員
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

り
ι
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聡
美
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末
赤
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北海道(大 分・昭
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福

内
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ｖ
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Ｉ
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民
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７
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一
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中
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満
路
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茂
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祝
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佐

ｎ
ｖ

「

―

コ

５

７

一

一

民
υ
Ｌ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
ι

華
恵
美

寺

城
良
王

安
恵
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美
子
９

宏
尚

尾
田
重

松
奥
三

ｎ
ｖ

「

Ｉ

Ｊ

７

０

０

二
民
υ
Ｃ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

，
一
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里
恵
恵
　
陽

村

田
向

田
舛
沢
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子
奈
リ

孝
佳

遅
城
重

渡
西
三

ｒ
ｌ
Ｌ

(香 川・香

子
明
奈加
千
央

川
城
中

黒
戸
川

「

Ｉ

Ｊ

民
υ
Ｑ
υ
Ｏ
υ

一　
二
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０
０

民
υ
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華
希

麗
亜

満
尾
分

倉
赤
大

「
Ｉ
Ｊ

Ｅ
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員
υ
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０ 昭 和 女 子  )

界 型1 真 緒  
「

(東 京。日本篠女肇館 
羽
 )2L

GD
89

井
澤
山

藤
吉
富 ]]ヨ     :)(イ左 賀・佐

子
子

直
陽
子

富

女
脇
納

賀

「

―

コ
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υ
Ａ
Ｕ
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υ
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二

＾
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瞑
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美
ぃ

夏
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ｒ
ｌ
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賀
田
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ｎ
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近 江 兄 弟 社  )

子
意
矢亜
理
院

木
村
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荒
上
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「
―
―
コ

リ
一
●
乙

二
員
υ
員
υ

子
子

恵向ｒ
ｌ
Ｌ

合
号
試
番 (県 名。学

氏
名

勝 選 手
校

負 選 手 氏 名
(県 名。学  校

名 ス コア
4ヒ:    )

GD
91
(大 分・昭

末 綱 聡
赤 尾 美
和 女 子

子
代

子女

美
か
ξ
や
タ

由
さ
滋

江
木
賀

中
高
滋

ｒ
ｌ
Ｌ

Ｏ
こ

Ａ
Ｖ

「

Ｉ

Ｊ

■
■

●
０

GD
92
(石 川・金 王

華
恵
天

美

四

城
良
阪

安
恵
大

「
Ｉ
Ｊ

ｎ
υ

員
υ
ｎ
υヽ

一

一

一

Ｅ
υ
７
１
員
υ

ｒ

ｌ

Ｌ

，

“

里
恵
恵

陽

村
田
向

田
舛
沢

=|テ

ー
    :)

GD
93

黒 り|1 真 緒
佐 藤  羽

(東 京。日本橋女学館   )

黒 り|1 加奈子
戸 城 千 明
(香 川・香 り|1 中 央 )

「
―
ヨ

ー

Ｏ
υ

一

一

民
υ
Ｅ
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

OD
94
(佐 賀・佐

木
言
女 学 院  )

ｎ
ｖ

「
―
コ

ー

０
０

一

一

Ｒ
Ｊ
Ｅ
υ

荒
上
熊

ｒ
ｌ
Ｌ

子
子

直
陽
子

富
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脇
納

賀
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理
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村
本
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女子 イ国人対抗戦  ダブルス
準決勝

第 1試合

準決勝

第 2試合

合
号
試
番 (県 名。学  校  名  )

負 選 手 氏 名
(県 名。学  校

勝 選 手 氏 名 ス コア

GD
96

黒 り|1 真 緒
佐 藤  羽

(東 京。日本橋女学館

二ｒ
ｌ
Ｌ

，
一

ｎ
）

「
―
コ

Ｏ

υ
７
，

富

賀
脇
納

佐 子女

子
子
賀

直
陽
佐

第 3シー ドの地元黒川・戸城組 (香川中央)を破 って勝ち進んだ黒川・佐藤組。一方、 1回
戦か らしっか り足を動か し、着実なプ レーで駒を進めてきた納富・脇組の対戦 となった。

第 1ゲーム。序盤は、黒川・佐藤組が 3-0でまず リー ドしたが、す ぐに3-3。 あとは一進一退
の攻防が続 く。実力伯仲の対戦であったが、先手で攻める黒川・佐藤組、それを必死で守る納

富・ 脇組。 8-8、 9-9と シーソーゲームが続いたのだが、黒川・佐藤組が 10点目を上げるとあと

は一気に15-9と 1ゲームロを制 した。
第 2ゲームに入ると、まずは納富・脇組が3-1と リー ド。 しか し、 1ゲームロの後半から佐藤
の球筋が的確で、 2ゲームロも黒川・佐藤組が主導権を握 り、 日本橋女学館ペアのラッシュで
12-3と優位 に立つ。終盤、納富・脇組 も7-13ま で盛 り返すが、持ち前の足 も止まり気味で、結

局 15-7。 日本橋女学館ペアがゲームカウン ト2-0で 決勝戦進出を決めた。
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試合
番号 ′とi    )

ス コア 名
校

氏手
・学
選
名

負
県

勝 選 手 氏 名
(県 名・学  校  名  )

GD
95

里
ｎ
υ

「
Ｉ
Ｊ

０
０

，
一

三ｒ

ｌ

Ｌ

Ｏ
乙 恵

(大 分・昭

田 村 恵
タヰ  E日
石 川・金

子
代

聡
美
子

綱
尾
女

末
赤
和 沢 向 陽

準々決勝 まで2-0の ス トレー ト勝ちで駒を進めてきた第 1シー ド末綱・赤尾 (美)組と、第 4シ

ー ドの田村・舛田組の対戦 となった。

第 1ゲーム。やや硬さの見 られる田村・舛田組に対 し、慎重なプ レーの末綱・赤尾組が 4点
先取 し、やや一方的な流れになるかと思われた。 しか し、このあた りか ら田村・舛田組の硬 さ

もとれてきて、 3点連取 し、 3-4。 田村・舛田組のセカン ドサープで、 ミスが許 されない長いラ
リーが続き、これを ものにした田村・ 舛田組が4-4と 同点にした。更に、この後勢いに乗 り3点

を連取 し、試合の流れはどちらになるのか分か らな くなった。それか ら両者とも点が動かな く

な り、サー ビスオーバーが数回繰 り返 された。 しか し、赤尾が金沢向陽ペアの間にクリアを打

ち、向陽ペアの リズムが一時崩れかけ、この間に 8点まで点を伸ば し、 8-8の同点にな った。こ
こか ら、末綱・赤尾組はコースをうま く狙い、ほとん どミスがな くなっていった。その上、足

が動 く分スマッシュも力強 くな り、 7点連続ポイン トで 1ゲームを先取 した。
第 2ゲーム。出だ しか ら田村・舛田組が丁寧な試合運びで相手の ミスを誘い、8-3と リー ドし
た。この点差を何 とか縮めたい末綱・赤尾組であったが、なかなか点が取れなかった。 しか し、

相手のクリアの ミスか らそのきっかけをつかみ、 1ゲームロと同じように丁寧にシャ トルを回
し 9点まで連取 し、 1点 リー ドとなった。田村・舛田組 もここか ら反撃 し、ヘアピンか らのは
ね上げを末綱・赤尾の間にスマ ッシュで決めて、 12点まで連取、更に勢いに乗 りそうな雰囲気

であった。 ところが、サービスオーバーか ら昭和女子ペアの反撃が再び始まる。足を動か し、

シャ トルを追いかけ、相手の レシーブ ミスを誘い、 11-12と 1点差に詰める。一旦、サービスオ
ーバーとなるが、力強いプ ッシュでサーブ権をす ぐさま奪取。 12オ ールに して、13点 目を狙 う。

セカン ドサービスか らの長いラリーに見ている方 も息をのむが、末綱・赤尾組がものにした。

一本一本に声を出しなが ら慎重にさばいていった昭和女子ペアに点が転が り込んだ。更に、気

合いを入れて向陽ペアの反撃を阻み、 14点、15点 と加点。遂に、ゲームカウン ト2-0で 、末
綱 。赤尾組が決勝進出を果た した。

′饉5    )



女子 イ国人対抗戦  ダブルス
決勝

試合
番号

勝 選 手 氏 名 スコア  負 選 手 氏 名
)      (県  名。学  校(県 名・学  校  名 ′塗3    )

GD
97
(大 分・昭

真 緒
羽

。日本橋女学館

子
代

聡
美
子

綱
尾
女

末
赤
和

ｒ

ｌ

Ｌ

０
４

一　

二

川
藤
京

黒
佐
東

「
―
ヨ

０
０
０
０
ウ
‘

第 1ゲーム。チ ャレンジャー黒川・佐藤組は、果敢に攻めて5-2で序盤を リー ドする。 しか し、
末綱・赤尾組 も負け じと持ち前のパ ワーで応戦する。黒川・佐藤組は攻め球が作れず守勢一方

にな り、末綱・赤尾組に 6点で逆転を許す。その後、黒川・佐藤組は6-9で汗拭きタイムで少 し
間を取 るが流れを止めきれず 6-11と 離される。やや集中力が切れてきた末綱・ 赤尾組の ミスに

つけ込み8-11ま で挽回する。サービスオーバーで先に13点を取 られたものの、黒川・佐藤組 も

よ く攻めに転 じて 13オ ール。セティングにもつれ込んだ。

末綱・赤尾組に疲れが見え、シャ トルのスピー ドが落ち、 ドライブの応酬で末綱・ 赤尾組は
攻めきれず、逆に黒川・ 佐藤組はよく粘 って 18-15で第 1ゲームを先取 した。

第 2ゲーム。まずは、黒川・佐藤組は 1ゲームロの勢いに乗 して4-1と リー ドする。しか し、
スマッシュに本来のスピー ドが戻ってきた末綱 。赤尾組が8-4と逆転する。黒川・佐藤組も負け

じとネット前鋭 く攻めて5-8と盛 り返すものの、末綱・赤尾組が徐々に差を拡げ、12-5と大きく

リー ドする。終盤、末綱・赤尾組の球の浮 くところをネット前うまく詰めて黒川・佐藤組が 7

点、 8点と点差を詰めるものの、 ミスが重なり、末綱・赤尾組が15-8で このゲームを取り、フ
ァイナルゲームヘ。

第 3ゲーム。出だ しは、2-0で黒川・佐藤組好調に滑 り出したものの、末綱・ 赤尾組 も踏ん張
り3-3、 4-4と一進一退が続 く。 ここか ら、黒川・佐藤組がやや集中力に欠け ミスで6-4と末綱・

赤尾組が リー ド。更に、末綱・ 赤尾組が攻め込んで 8-4と優位に立 ってチェンジエ ン ド。幾度か

サー ビスオーバーをはさむが、末綱 。赤尾組が 10-4と リー ドを拡げ、勝ちムー ドにはいる。お

互い苦 しいラリーの中、黒川・ 佐藤組は一層の死力を尽 くして頑張るが、差は縮まらず ll-5。

このあと、連続 して 日本橋ペアにスマ ッシュ ミスがあり、末綱・赤尾組 13-5。 黒川・佐藤組は、

一度粘 って 7点まで持 って くるが、末綱・赤尾組が 15-7で押 し切 り、栄冠を手にした。
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女子ダブルス第 1シー ドで優勝を確実視される末綱・赤尾(美)組と、混戦を持ち前のうまさ
で しのいで勝ち上がってきた黒川・佐藤組の対戦となった決勝戦は、ファイナルゲームにもつ

れ込む激戦になった。
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男子 イ国人対抗戦  シングルス
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男子 イ国人対抗戦  シングルス
準決勝

男子 シングルス準決勝第 1試合は、団体優勝を果た し全国制覇を成 し遂げた八代東高のエー
ス大束 と、団体 8強に入 り九州国際大学付属高の中心メンバー池田との九州勢対決となった。
1ゲーム ロ。立ち上が りは共に相手の出方を探 り合 う静かなラ リーか ら始まったが、池田が
3-1で リー ドした後、サープ権が大東に移ると、大東は相手を左右に揺さぶ り池田の レシーブが
崩れるとすかさずネ ッ ト前ヘラッシングしプッシュによるポイン トを上げた。また、池田が先
に攻撃を仕掛けスマ ッシュを強打するもサイ ドアウ トにな り、相手への加点となって しまった。
このような流れで、大束は一気に連続 9ポイン トをあげ、 10-3と大きくリー ドした。その後、
池田はサープ権を得るものの、サープ ミスや レシープ ミスが続き、結局 1ゲームロは 15-5で終
わった。
2ゲーム ロに入ると、序盤戦で今度は大束に ミスが見 られ、スマ ッシュも少 しずつサイ ドア
ウ トになった。また、ネ ット前でのヘア ピンの応酬で も池田は丁寧にシャ トルを運び、ネ ッ ト
ショッ トを制 し、ゲームを有利に展開 して、中盤 10-6と リー ドした。
しか し、大束 も本来の攻撃的なプレーに徹 し、 11-12と 1点差まで追いついた。その後、池田
の連続スマ ッシュによる加点やサービスポイン トにより、池田は 14-11と した。ここか ら大束は、
強気の攻め と繊細なネ ッ ト前でのプレーにより強靭な粘 りを見せ 3点を加点 しセティングヘ持
ち込んだ。
セティングに入 ると、大東は一気に攻め続け連続 3ポイン トをあげ、 17-14で決勝進出を決め
た。 これにより、大東は 13年振 り11人目の「 3冠」へ と一歩近づいた。

準決勝

第 2試合

合
号
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番
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BS
96 平 山 政

尾
史 上

城
三
官

ｎ
ｖ

「
―
コ

ハ
０

，

一

三
Ｏ
Ｏ

民
υ

ｒ
ｌ
Ｌ

０
４

一
ム
玄
ゆ 由
県(埼 玉。上 官 城 工 業  )

個人戦単複 ともベス ト4に残 った平山と、順当に勝ち進んできた三上との対戦 となった。直
前の複の試合に出た平山に疲れのハ ンディーがあるかと思われた。が、 しか し、そうではなか
った。

第 1ゲームは三上のサープで始まり、まず 1ポイント取るが、クリアとカットを中心とした
丁寧な試合運びで平山が 5ポイントを獲得する。三上も、体力に余裕を見せ積極的に攻めて6-
5と再び 1点 リー ドする。平山が意地を示して終始 1～ 2点差で 13点まで進むが、三上も意地を
見せて食い下がり、 13オールのセティングに持ち込む。その後もシーソーゲームで 3点オール
となるが、平山が先取した。
第 2ゲームもラリーの応酬に終始して追いつ追われつの展開となったが、 6点オールから三
上が12-6へ と大きくリー ドした。平山には疲れが出てこのまますんなりとゲームが終わるかと
思われた。 しか し、平山の一球一球の丁寧な試合運びが功を奏 し、ラッキーなポイントもあっ
て、一気に得点を重ね、セティングにもならずにこのゲームも制 し、決勝進出を果たした。自
分の体力・疲労度・エネルギーの消耗を考えて、クリア・カットを多用 しながらここ一番には
スマッシュという力の配分が効果を発揮したようにも見受けられた。
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男子 イ国人対抗戦  シングルス
決勝

試合
番号

勝 選 手 氏 名 ス コア 負 選 手 氏 名
(県 名・学  校
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学校対抗・個人ダブルスと 2冠を獲得 し、この試合に勝てば、今大会 3冠を達成する大東。
かたや、春の選抜大会に続き個人 シングルス 2冠を目指す平山。
第 1シー ドと第 2シー ドの対戦 となった男子シングルス決勝は、今大会の最後を飾 るにふさ
わ しい白熱 した試合が期待された。

しか し、両者 とも前 日までの 4日 間に単複十数試合を消化 し、この大会最終 日もダブルスの

準決勝・決勝、シングルスの準決勝と既に 3試合戦 ってお り、体力をかな り消耗 している様子
であった。

そんな中開始された試合は、第 1ゲーム、お互いの様子を探 り合うように何度かのサービス

オーバーを繰 り返 しながら4-3。 ここから、大束が、 5-3、 6-3と 点差を拡げていく。ここが第 1

ゲームの勝負どころと見たのか、大束の攻撃が積極的になり、9-3と リー ドを拡げていく。その

後、何度かサープ権を奪われたものの15-7で第 1ゲームを先取した。

2ゲームロも出だ しはジャプの応酬 というところであった。 2-2で 7回のサービスオーバーを

繰 り返 し、ゲームは膠着状態。サープ権を握った大束は、主審に汗拭きタイムを要求。その後、

4点を連取 し6-2。 一度サープ権を奪い返され3-6と 詰め寄 られるが、再びサープ権を奪取 した
大束は、積み重なる疲労に耐えなが らラス トスパー トをかけるマラソンランナーのように、自

分 自身を叱咤激励 して 7点、 8点、・・・。と得点を重ね、遂に14-3で マッチポイ ントを握 った。

「 あと 1点」という思いを胸に秘めなが らも丁寧にラ リーを組み立ててい く大東。最後は、平

山の リター ンが浅 くなったところをクロス気味にスマ ッシュを決め、ゲームセ ット。

この瞬間、第 36回大会の生井沢勝美選手 (埼玉県立上尾高校)以来 13年振 りの 3冠王が誕生
した。
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女子 イ国人対抗戦  シングルス
準決勝

第 1試合

ノーシー ドから勝ち上がってきた赤尾(美 )と、第 4シー ドから順調に勝ち上がってきた田上
との対戦となった。

第 1ゲーム。日上のサープで始まった。田上は序盤からペースをつかみ、多彩な攻撃で相手
を圧倒、6-0と リー ドする。赤尾は、グブルスでの疲労からか、動きが鈍 くスマッシュで対抗す

るが、田上の安定 したショットとスピーディな動きについていけず、 ミスが多い展開となった。

最後は、ネ ット前からのスマッシュが決まり、11-4で 田上が先勝 した。

第 2ゲーム。序盤も第 1ゲームと同じ様な展開となり、田上が7-2と リー ドする。対 して、赤
尾のスマッシュがサイ ドライン付近に徐々に決まるようになって来ると、ペースをつかみ、動

きも良くなってきた。それと同時に、田上の ミスショットが多 くなり、 3ポイント連取、5-7と
2点差まで追いついてきた。しかし、田上はここから2ポイント連取、9-5と勝負が決まったか
に見えたが、ここから赤尾が攻め出し、また、巧みなネットプレーが冴え8-9と追い上げ、9-9

でセティングに持ち込んだ。勢いづいた赤尾は、セティングを3-0で制 し、ゲームカウントを 1

-1と した。
ファイナルゲーム。序盤は互角に展開したが、第 2ゲームでの勢いを持ち込んだ赤尾が、相

手の ミスショットにも助けられ、試合の主導権を握り、徐々にリー ドを拡げ、8-3とする。その

後、田上もよく粘 り、5-8とするが、赤尾のネットプレー、サイ ドライン付近へのスマッシュが

冴え、10-5と マッチポイントを取った。 しかし、田上もここから驚異的な粘りを見せて8-10と

追いすがる。赤尾は相手をよく振 り、最後は田上のロプがバ ックバウンタリーラインを割り、

ファイナルゲームを11-8で赤尾が制し、ゲームカウント2-1の 逆転で、勝利を手中にした。
第 1ゲームから、お互いのネットプレーの高度な攻防があり、見応えのある試合展開であっ
ナこ。
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準決勝

第 2試合

全国選抜大会優勝の安城 と決勝で敗れた松尾の同一カー ドで行われた。

第 1ゲームは、松尾のサープで始まり、序盤 3-1と松尾が リー ド。 しか し、安城 も丁寧な球回
しか ら連続 4点連取、5-3と逆転。一進一退の攻防となった。中盤から終盤にかけ、松尾の ミス
と安城の切れの良いヘアピンで、一気に 5ポイン ト連取 した安城が、 1ゲ ームロを先取 した。
第 2ゲーム。安城が、松尾の ミスにつけ込み、連続 9ポ イン トで9-1と なった。松尾は、 1ゲ
ームロか らのバ ック・サイ ドアウ トが気になったのか、配球 も甘 くな り、安城の攻撃を防 ぐこ

とが出来ないままに、最後はネ ッ トミスで決着。

安城は、全国選抜に続いて、松尾に 2連勝 して、決勝進出。 3年生の貫禄を見せつけたゲー
ムであった。
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女子 イ国人対抗戦  シングルス
決勝

ノーシー ドから勝ち上がってきた赤尾と、第 2シー ドで実力通 り順調に勝ち上がってきた安
城との対戦 となった。

赤尾は、グブルスの決勝でファイナルゲームまで戦った後だけに疲れが感じられ、アップも

取らずにゲームに入った。

第 1ゲームはサービスオーバーを繰 り返 し、どちらも一歩も譲らぬ展開であったが、安城が

5-2で リー ドする。その後、赤尾の力強いクリアとスマッシュによる攻めて、5-5に追いつ く。

終盤、9-8か ら赤尾が9-9と追いつき、セティングに入る。2-2で、赤尾もゲームポイントを握る

が、安城が鋭いクロスカットでサーブ権を奪い、最後は安城のショー トサービスを赤尾がネッ

トにかけ、安城が 1ゲームロを先取した。

疲れの見える赤尾に対 し、声を上げ元気な安城。第 2ゲームは、一気に安城が4-0と リー ド。

赤尾は4-5と 1点差まで追い上げるのが精一杯。終盤は、動きの止まった赤尾にミスが目立ち、

一方的な展開となり、11-4でゲームセットとなった。
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試合
番号



第49 ロ

平成10年度 全国高等学校総合体育大会

高松宮・ 高松宮妃賜杯

全国高等学校バ ドミントン選手権大会
ラ ン キ ン グ

ランク 男    子 女    子

学 校 対 抗

熊本県立八代東高等学校 (熊 本 県 ) 九州国際大学付属高等学校 (福 岡 県 )

香川県立高松商業高等学校 (香 川 県 ) 石川県立金沢向陽高等学校 (石 川 県 )

関東第一高等学校 (東 京 都 ) 昭和女子高等学校 (大 分 県 )

埼玉県立上尾高等学校 (埼 玉 県 ) 香川県立香川中央高等学校 (香 川 県 )

(富 山 県 ) 日本橋女学館高等学校 (東 京 都 )

札幌第一高等学校 (南北海道 ) 暁高等学校

作新学院高等部 (栃 木 県 ) 富山県立高岡西高等学校

(福 岡 県 ) 埼玉栄高等学校 (埼 玉 県 )

個 人 ダ ブ ル ス

1

大束 真也 。中村
(熊本県立八代東

寿史
熊本県 )

末綱 聡子・赤尾
(昭和女子

美代
大分県 )

平山 政史・川崎
(埼玉県立上尾

和宗
埼玉県 )

黒川 真緒・佐藤
(日 本橋女学館

羽
東京都 )

3
田村 恵里・舛田
(石川県立金沢向陽

恵
石川県 )

3
安徳 和哉・二宮 和敬
(香川県立高松商業 香川県 )

中江 由美・高木さやか
(滋賀女子     滋賀県 )

5
黒川加奈子・戸城
(香川県立香川中央

千明
香川県 )

5
梅本 修平・
(延暦寺学園

松本 紘二
比叡山 滋賀県 )

安城 美華・恵良
(四天王寺

恵
大阪府 )

5
倉持 大輔・平塚  賢
(常総学院     茨城県 )

個 人 シ ン グ ル ス

大東 真也 (熊本県立八代東  熊本県 ) 安城 美華 〈四天王寺 大阪府 )

平山 政史 (埼玉県立上尾   埼玉県 ) 赤尾 美代 (昭和女子 大分県 )

池田信太郎 (九州国際大学付属 福岡県 ) 松尾美穂子 (九州国際大学付属 福岡県 )
三 上 紘由 (宮城県工業 宮城県 ) 田上 千晴 (熊本信愛女学院  熊本県 )
橋村 竜彦 〈埼玉県立上尾   埼玉県 ) 舛田  恵 (石川県立金沢向陽 石川県 )
佐藤 翔治 (関東第一 東京都 ) 寺本 悦子 (聖 ウルスラ学院  宮城県 )
宮 和敬 (香川県立高松商業 香川県 ) 幡谷 好美 〈富山県立高岡西  富山県 )

速水 永子 (四條畷学園 大阪府 )
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富山県立高岡工芸高等学校

(二 重 県 )

(富 山 県 )

九州国際大学付属高等学校

〔
∠

酒井 忠相・茶谷 徳靖
〈金沢市立工業   石川県 )

納富 直子・脇  陽子
(佐敗子馴大学付属佐賀女子 佐賀県 )

池田信太郎・ 岡田  淳
(九州国際大学付属 福岡県 )

尾崎 勝久・稲垣 翔悟
(延暦寺学園比叡山 滋賀県 )

荒木亜矢子・上村 理恵
(九州女学院    熊本県 )

酒井 忠相 (金沢市立工業   石川県 )



平成 10年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

「輝 こう 今 この時を 君たちと」の大会スローガ ンのもと「瀬戸の都」高松市におい

て開催されました「平成 10年度全国高等学校総合体育大会 高松宮 。高松宮妃賜杯 第
49回全国高等学校バ ドミントン選手権大会」は、平成 10年 8月 1日 の種 目別開会式

(香川県県民ホール)か ら8月 6日 の閉会式までを無事終了することができました。

競技は、サ ンメッセ香川を主会場に、高松市市民文化セ ンター・ 県立高松商業高等学校・

県立高松工芸高等学校の各体育館を舞台に行われ、 8月 2日 か ら6日 までの 5日 間熱戦が

繰 り広げられました。

大会期間中は、 35度 を越す猛暑の日が続 きましたが、暑 さをものともせず一所懸命に

プレイする選手たちの姿は、実にすがすが しく、大会関係者のみならず会場を訪れた大勢

の観客にもさわやかな感動を与えて くれました。

今大会は、熊本県立八代東高校の大束真也君が 13年ぶ りに 3冠王に輝いたのをはじめ、

地元香川県勢 も団体戦で高松商業高校 (男子 )が準優勝、香川中央高校 (女子〉が 3位、

個人戦で も男子ダブルスで高松商業高校の安徳和哉 。二宮和敬組が 3位に入賞するなど大

いに気を吐 き、話題性が多 く、盛 り上がりのあるすば らしい大会 となりました。

これもひとえに香川県実行委員会、高松市実行委員会をはじめ、関係機関・ 団体の多大

なご支援 。ご協力・ ご指導のおかげと深 く感謝 いたしております。また、公私 ともにご多

忙の中、大会運営に携わっていただいた県外・ 県内役員の方 々や、「一人一役」を合言葉

に、補助員として参加 して くれた高校生のみなさんの献身的な働きぶ りには、ただただ頭

がさがる思 いです。本当にありがとうございました。

最近のわが国のバ ドミントン競技は、様 々な理由により、国際大会における低迷が続 い

ております。 しか し、今大会に参加された情熱あふれる指導者や、鍛え抜かれた選手たち

を見ておりますと、かつてのように日本選手が世界の檜舞台で大活躍する日もそう遠 くな

いような気がいた します。高松イ ンターハイに出場 した選手たちが、近い将来オ リンピッ

クや世界選手権、 トマス杯・ ユーバー杯などで金 メグルを獲得する日が来ることを期待 し

ております。

最後になりましたが、来年度は全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部が創設 50周

年を迎えます。その記念すべき年に「飛びたとう 岩手の空に 夢はせて」のスローガ ン
のもと、岩手県滝沢村で行われる「

'99岩 手総体」。 この大会が全国専門部半世紀の節
目を飾 るにふさわ しい大会になることをお祈 り申 し上げますとともに、全国高等学校体育

連盟バ ドミン トン専門部のますますの発展 と関係各位のご健勝を祈念いた しまして、大会

の報告とさせていただきます。

香川県高等学校体育連盟

バ ドミントン専門部

委員長  岸  輝 人
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